
平 成19 年 度
た
た
め
増
収
と
な
り
ま
し
た
。
村
税
全
体

で
は
、
対
前
年
度
比
15
%
増
の
４
億
５
，

７
５
８
万
4
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
全
体
の
構
成
は
、
村
民
税
、
使
用

料
、
諸
収
入
な
ど
の
自
主
財
源
12
億
３
，

２
８
１
万
1
千
円
・
23
%
と
地
方
交
付

税
、
国
庫
支
出
金
な
ど
の
依
存
財
源
38

億
４
，４
２
９
万
8
千
円
・
77
%
と
な
り

ま
し
た
。

　

交
付
税
、
国
庫
支
出
金
な
ど
の
依
存
財

源
は
ど
う
し
て
も
、
国
の
財
政
状
況
に
左

右
さ
れ
が
ち
な
た
め
、
村
民
税
を
は
じ
め

と
す
る
自
主
財
源
の
比
率
を
少
し
で
も
高

め
る
努
力
を
さ
ら
に
継
続
す
る
必
要
に
迫

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

歳

出

の

決

算

額

は
、
48

億

１
，

８
０
５
万
8
千
円
と
な
り
対
前
年
度
比
で

3.1
％
、
1
億
４
，４
７
９
万
５
千
円
の
増

額
と
な
り
ま
し
た
。

　

人
件
費
、
扶
助
費
、
繰
出
金
、
普
通
建

設
事
業
費
等
は
増
加
し
、
物
件
費
、
補
助

費
、
災
害
復
旧
費
、
積
立
金
、
公
債
費
等

に
つ
い
て
は
減
少
し
ま
し
た
が
総
額
と
し

て
は
増
加
し
た
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

　

人
件
費
の
増
加
要
因
と
し
て
は
、
給
与

改
定
に
よ
る
も
の
と
年
金
の
負
担
金
増
に

よ
る
も
の
で
す
。

　

扶
助
費
の
増
加
要
因
と
し
て
は
、
燃
料

代
高
騰
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
福
祉
灯
油
助

成
や
介
護
給
付
費
の
増
加
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

繰
出
金
の
増
加
要
因
と
し
て
は
、
温
泉

会
計
へ
の
繰
出
金
は
減
額
と
な
り
ま
し
た

が
、
上
下
水
道
会
計
へ
の
繰
出
金
が
増
加

し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
こ
の
主
要
要

因
は
、
高
利
率
で
借
入
れ
た
既
往
債
の
繰

上
償
還
の
た
め
の
も
の
で
す
。
今
回
の
繰
出

金
は
財
政
健
全
化
の
た
め
の
も
の
で
す
が
、

安
易
な
繰
出
金
の
増
加
は
、
財
政
を
圧
迫

す
る
主
要
因
と
な
る
た
め
健
全
化
を
進
め

る
中
で
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

  

ま
た
、
普
通
建
設
事
業
費
の
増
加
要
因

は
、
地
域
情
報
基
盤
整
備
事
業
の
着
手
、

道
路
改
良
事
業
費
等
の
増
加
に
よ
る
も
の

で
す
。

　

公
債
費
に
つ
い
て
は
、
減
額
と
な
り
ま

し
た
が
僅
か
に
峠
を
超
え
た
の
が
現
状
で

す
。
村
と
し
て
も
繰
上
償
還
等
の
実
施
に

よ
り
、
公
債
費
の
軽
減
を
図
る
予
定
で
す

が
今
後
数
年
間
に
わ
た
っ
て
高
い
状
態
が

続
い
て
い
き
ま
す
。

　

積
立
金
は
、
予
期
し
な
い
収
入
減
少
や

不
時
の
支
出
増
に
備
え
る
財
政
調
整
基
金

や
公
債
費
の
償
還
を
計
画
的
に
お
こ
な
う

た
め
の
減
債
基
金
等
の
た
め
に
積
み
立
て

る
も
の
で
す
。
自
主
財
源
の
少
な
い
筑
北

村
に
お
い
て
、
基
金
の
充
実
は
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平 成19 年 度
歳

出
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決 算 の 報 告

平成20年11月21 日発行

第19号

　

9
月
定
例
議
会
に
お
い
て
平
成
19
年
度

決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
19
年
度

の
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
決
算
状
況
は
、

円
グ
ラ
フ
及
び「
会
計
別
の
決
算
の
状
況
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

筑
北
村
が
誕
生
し
て
か
ら
3
度
目
の
決

算
と
な
り
ま
す
が
厳
し
い
状
態
が
続
い
て

い
ま
す
。
歳
入
の
半
分
を
占
め
る
地
方
交

付
税
の
削
減
、
税
源
移
譲
で
村
税
は
増
加

し
ま
し
た
が
使
用
料
な
ど
の
減
少
に
よ
り

筑
北
村
自
ら
の
権
限
で
収
入
し
う
る
自
主

財
源
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
歳
出
に
お
い

て
も
人
件
費
・
物
件
費
な
ど
の
経
常
経
費

の
抑
制
、
筑
北
村
総
合
計
画
に
基
づ
き
事

業
の
必
要
性
を
検
討
し
、
安
易
に
地
方
債

を
発
行
す
る
こ
と
な
く
財
政
の
健
全
化
を

目
指
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

普
通
会
計
（
各
自
治
体
の
財
政
比
較

等
の
た
め
、
地
方
財
政
統
計
上
統
一
的
に

用
い
ら
れ
る
会
計
区
分
の
こ
と
で
、
筑
北

村
で
は
一
般
会
計
と
バ
ス
会
計
を
純
計
し

た
も
の
を
い
い
ま
す
。）
の
歳
入
額
は
50

億
７
，７
１
０
万
９
千
円
と
な
り
対
前
年

比
で
0.7
％
、
３
，７
２
５
万
７
千
円
の
増

額
と
な
り
ま
し
た
。
主
な
要
因
と
し
て
は
、

地
方
交
付
税
、
地
方
譲
与
税
は
減
少
と
な

り
ま
し
た
が
、
普
通
建
設
事
業
の
増
に
よ

り
村
債
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

す
。

　

村
税
に
つ
い
て
は
、
国
か
ら
の
税
源

移
譲
に
よ
り
個
人
住
民
税
に
つ
い
て
は

増
加
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
分
国
か
ら

の
所
得
譲
与
税
が
減
額
さ
れ
た
こ
と
で
相

殺
さ
れ
た
形
と
な
っ
て
い
ま
す
。
法
人
税

に
つ
て
は
、
業
績
が
上
が
っ
た
こ
と
に
よ

り
増
収
と
な
り
、
固
定
資
産
税
に
つ
い
て

も
、
新
規
住
宅
の
着
工
数
が
若
干
増
加
し

決 算 の 報 告
平
成
19
年
度
決
算
の

認
定
に
つ
い
て
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政
規
模
に
対
す
る
比
率
で
、
市
町
村
に

お
け
る
早
期
健
全
化
基
準
は
25
％
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
再
生
基
準
は
35

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

④
将
来
負
担
比
率

　

一
般
会
計
な
ど
の
地
方
債
残
高
、
上

下
水
道
事
業
な
ど
の
公
営
企
業
や
一
部

事
務
組
合
な
ど
の
元
利
償
還
金
に
充
て

る
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
見
込
額
、
職

員
の
退
職
手
当
支
給
予
定
額
な
ど
の
将

来
負
担
す
べ
き
実
質
的
な
額
が
標
準
財

政
規
模
の
何
倍
に
当
る
か
を
示
す
比
率

で
、
市
町
村
に
お
け
る
早
期
健
全
化
基

準
は
３
５
０
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

⑤
公
営
企
業
に
お
け
る
「
資
金
不
足
比

　

率
」 

　

公
営
企
業
に
お
け
る
資
金
不
足
額

（
一
般
会
計
な
ど
の
実
質
赤
字
に
相
当

す
る
額
）
の
営
業
収
益
な
ど
に
対
す
る

比
率
で
市
町
村
に
お
け
る
経
営
健
全
化

基
準（
早
期
健
全
化
に
相
当
す
る
基
準
）

は
20
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

注
①
…
標
準
財
政
規
模
と
は
、
地
方
公
共
団
体

に
お
い
て
標
準
的
に
収
入
さ
れ
る
一
般
財
源
の

規
模
を
示
す
も
の
で
、
概
ね
地
方
税
、
地
方
譲

与
税
、
普
通
交
付
税
、
臨
時
財
政
対
策
債
の
合

計
額
に
な
り
ま
す
。

財
政
力
指
数

　

地
方
交
付
税
の
規
定
に
よ
り
算
定
し

た
基
準
財
政
収
入
額
を
基
準
財
政
需
要

額
で
除
し
て
得
た
数
値
の
3
ヵ
年
平
均

で
１
に
近
い
ほ
ど
留
保
財
源
が
大
き
く

財
政
に
余
裕
が
あ
る
こ
と
と
な
り
、
１

を
超
え
る
と
普
通
交
付
税
の
不
交
付
団

体
と
な
り
ま
す
。
筑
北
村
の
財
政
力
指

数
は
0.

19
と
小
さ
く
、
厳
し
い
財
政

運
営
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

経
常
収
支
比
率

　

財
政
の
弾
力
化
を
計
る
指
標
で
人
件

費
や
公
債
費
な
ど
必
ず
支
払
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
固
定
経
費
が
村
税
や
地
方

交
付
税
な
ど
の
一
般
財
源
に
ど
れ
だ
け

の
率
を
占
め
て
い
る
か
を
表
す
指
標
で

筑
北
村
は
92.

4
％
と
昨
年
に
比
べ
非

常
に
高
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
上

下
水
道
会
計
に
お
け
る
基
準
内
の
繰
出

金
（
公
営
企
業
の
収
入
を
充
て
る
こ
と

が
適
当
で
は
な
い
経
費
で
一
般
会
計
が

負
担
す
べ
き
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
総

務
省
通
知
に
よ
る
も
の
）
を
今
年
度
か

ら
経
常
経
費
と
し
て
計
算
す
る
も
の
と

さ
れ
た
た
め
で
す
。
昨
年
ま
で
の
計
算

方
式
で
す
と
85.

5
％
と
な
り
ま
す
。

そ
の
他
指
標
に
つ
い
て

5

　

平
成
19
年
６
月
に
、
財
政
悪
化
が
進

む
地
方
公
共
団
体
の
早
期
健
全
化
と

財
政
の
再
生
な
ど
を
目
的
と
す
る
「
地

方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関

す
る
法
律
」（
以
下
「
健
全
化
法
」）
が

成
立
し
ま
し
た
。

　

こ
の
健
全
化
法
は
、
財
政
状
況
を
判

断
す
る
基
準
と
な
る
「
健
全
化
判
断
比

率
」
の
公
表
と
、
そ
の
比
率
に
応
じ
た

健
全
化
計
画
な
ど
の
策
定
を
義
務
付

け
、
従
来
の
赤
字
再
建
団
体
に
相
当
す

る
「
財
政
再
生
団
体
」
へ
の
転
落
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
、
そ
の
前
段
に
「
早
期

健
全
化
団
体
」
の
基
準
を
設
け
早
期
に

是
正
を
お
こ
な
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

健
全
化
判
断
比
率
は
、
①
実
質
赤
字

比
率
、
②
連
結
実
質
赤
字
比
率
、
③
実

質
公
債
費
比
率
、
④
将
来
負
担
比
率
の

４
つ
か
ら
な
り
い
ず
れ
か
が
早
期
健

全
化
基
準
以
上
の
場
合
に
は
、「
財
政

健
全
化
計
画
」
を
定
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
④
将
来
負
担
比
率
を

除
く
①
〜
③
の
い
ず
れ
か
の
指
標
が

財
政
再
生
基
準
以
上
の
場
合
に
は
「
財

政
再
生
計
画
」
を
定
め
る
こ
と
に
な
り

「
健
全
化
判
断
比
率
」

  

の
公
表
に
つ
い
て

ま
す
。

　

ま
た
、
上
下
水
道
な
ど
の
公
営
企
業

会
計
に
お
い
て
は
⑤
資
金
不
足
比
率
が

設
定
さ
れ
て
お
り
経
営
健
全
化
基
準
以

上
の
場
合
に
は
「
経
営
健
全
化
計
画
」

を
定
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

①
実
質
赤
字
比
率

　

一
般
会
計
な
ど
を
対
象
と
し
た
実
質

赤
字
の
標
準
財
政
規
模
（
注
①
参
照
）

に
対
す
る
比
率
で
市
町
村
に
お
け
る
早

期
健
全
化
基
準
は
、
財
政
規
模
に
応
じ

て
11.

25
％
〜
15
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
財
政
再
生
基
準
は 

一
律
20
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

　

全
会
計
を
対
象
と
し
た
実
質
赤
字
の

標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
比
率
で
市
町

村
に
お
け
る
早
期
健
全
化
基
準
は
、 

財

政
規
模
に
応
じ
て
16.

25
％
〜
20
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
再
生
基
準
は

一
律
30
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

③
実
質
公
債
費
比
率

　

一
般
会
計
が
負
担
す
る
公
債
費
に
上

下
水
道
事
業
な
ど
の
公
営
企
業
や
一
部

事
務
組
合
な
ど
の
元
利
償
還
金
に 

充

て
る
一
般
会
計
か
ら
の
繰
出
金
お
よ
び

負
担
金
な
ど
を
加
え
た
経
費
の
標
準
財

4



年　　度 18 19 20 21 22 23 24 25 26

実質公債費比率％ 23.2 23.2 23.3 21.6 19.9 18.2 17.2 16.9 16.6

　

前
掲
の
平
成
19
年
度
決
算
に
基
づ
く

健
全
化
判
断
比
率
の
う
ち
実
質
公
債
費

比
率
が
23
．
3
％
と
高
い
値
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

早
期
健
全
化
基
準
の
25
％
に
は
至
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
地
方
債
の
発
行
に
つ

い
て
県
の
許
可
を
必
要
と
す
る
基
準
の

18
％
を
大
き
く
超
え
て
お
り
、
同
時
に

公
債
費
負
担
適
性
化
計
画
の
策
定
を
必

要
と
す
る
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
平

成
20
年
度
総
務
省
告
示
第
２
６
４
号
及

び
第
２
９
２
号
）

　

こ
れ
に
基
づ
き
筑
北
村
で
も
公
債
費

負
担
適
正
化
計
画
を
策
定
（
昨
年
度
策

定
し
た
計
画
を
年
度
更
新
）
し
ま
し
た
。

　

計
画
で
は
、
平
成
23
年
度
ま
で
の
期

間
で
進
め
て
い
る
ま
ち
づ
く
り
交
付
金

事
業
（
高
速
情
報
通
信
網
、
防
災
行
政

無
線
更
新
事
業
等
を
含
む
）、
道
整
備

交
付
金
事
業
（
村
道
、
林
道
の
整
備
、

改
良
）、
農
山
漁
村
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
支
援
事
業
（
土
地
改
良
事
業
）
の

補
助
事
業
、
そ
の
他
の
地
方
債
充
当
事

業
等
今
後
の
地
方
債
発
行
予
定
額
を
加

味
し
て
試
算
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
平
成
24
年
度
に
は
18
％

の
基
準
を
下
回
る
見
込
で
す
。（
表
１
）

　

そ
の
間
、
当
然
で
す
が
、
地
方
債
の

発
行
を
極
力
抑
え
る
こ
と
、
借
り
入
れ

た
地
方
債
の
償
還
金
の
期
限
を
繰
り
上

げ
て
返
還
す
る
な
ど
、
公
債
費
に
よ
る

負
担
の
低
減
を
図
る
こ
と
も
並
行
し
て

行
っ
て
行
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
公
債
費
に
よ
る
財
政
負

担
が
大
き
い
背
景
と
し
て
は
、
合
併
前

に
各
村
で
行
っ
た
公
共
事
業
の
財
源
と

し
て
発
行
し
た
地
方
債
の
償
還
が
平
成

17
年
度
を
ピ
ー
ク
と
し
て
多
額
で
あ
る

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。（
グ
ラ
フ
１
）

※実質公債費比率の値は、３ヶ年度平均値

※実質公債費比率適性管理のための方策

　　普通会計では、各年度の起債発行額を元利償還額の５割以内に抑えるとと

　もに、各年度予算の全体的なバランスを勘案し、債務負担額の削減や高利率

　の起債の繰上償還を随時行っていく。

　　公営企業に関しては、上下水道ともに使用料金の見直しの時期を迎えてお

　り、今後の財政運営を充分考慮して設定するようにする。また、資本　費平

　準化債を活用し、基準外繰出しの抑制に努める。

 

公
債
費
負
担

適
正
化
計
画

　

地
方
債
は
、
施
設
整
備
、
道
路
改
良

等
を
行
う
際
に
、
そ
の
年
の
歳
入
だ
け

で
は
賄
う
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
借

り
入
れ
る
わ
け
で
す
が
、
一
方
で
、
財

政
負
担
の
世
代
間
で
の
公
平
を
図
る
と

い
う
役
割
も
あ
り
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
19
年
度
に
お
い
て
村
道

古
司
線
、
別
所
線
の
改
良
工
事
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
際
の
財
源
は
、
ま
ず
国

の
補
助
金
を
充
当
し
、
残
り
の
財
源
と

し
て
地
方
債
を
借
り
入
れ
て
行
い
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
道
路
と
い
う
施
設
が
改
良

工
事
を
行
っ
た
年
の
納
税
者
だ
け
が
使

う
施
設
で
は
な
く
、
向
こ
う
何
十
年
に

わ
た
っ
て
使
用
さ
れ
る
施
設
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
財
政
負
担
を
地
方
債
の

償
還
金
と
い
う
形
で
将
来
の
世
代
に
も

負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
世

代
間
の
公
平
性
を
は
か
る
と
い
う
意
味

合
い
も
含
ん
で
い
ま
す
。

　

確
か
に
過
去
の
公
共
事
業
に
よ
り
、

地
方
債
残
高
、
毎
年
の
償
還
金
は
非
常

に
大
き
い
額
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

別
の
見
方
を
す
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
の
施

設
（
財
産
）
が
増
え
た
と
い
う
見
方
も

で
き
ま
す
。

　

今
後
は
、
村
と
し
て
、
村
の
財
政
規

模
、
財
政
力
に
見
合
っ
た
事
業
の
実
施
、

地
方
債
の
発
行
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

表1：実質公債費比率推移見込
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団 体 名
実質赤字

比率

連結実質

赤字比率
実質公債費比率
（％）　県内順位

将来負担比率
（％）　県内順位

財政力指数
経常収支比率

（％）

類

似

団

体

筑 北 村 － － 23.3　( 6 ) 130.4　( 20 ) 0.193 92.4

山 形 村 － － 14.4　( 55 ) 34.7　( 65 ) 0.410 87.7

豊 丘 村 － － 12.6　( 65 ) 94.5　( 38 ) 0.312 76.1

高 山 村 － － 16.7　( 43 ) 64.1　( 53 ) 0.289 80.5

木島平村 － － 22.1　( 10 ) 137.6　( 18 ) 0.179 89.0

信州新町 － － 16.5　( 44 ) 143.2　( 14 ) 0.241 86.8

近

隣

団

体

波 田 町 － － 17.7　( 37 ) 128.1　( 21 ) 0.416 85.1

麻 績 村 － － 15.6　( 48 ) 75.6　( 48 ) 0.211 83.3

生 坂 村 － － 16.8　( 42 ) 91.4　( 42 ) 0.160 89.2

朝 日 村 － － 20.2　( 19 ) 115.5　( 25 ) 0.274 83.5

【実質公債費比率の他町村との比較】
　筑北村の実質公債費比率は、非常に高く県内でも６番目に高い数値となりました。この数
値を小さくするためにさらなる経費の削減、起債の発行額の抑制、借入金の繰上償還等の対
応が求められています。

【将来負担比率の他町村との比較】
　筑北村の将来負担比率は、100％を超えていることから 1年間の収入では負債を返済するこ
とができない状況にあります。他の団体においても１００％超の団体もありますが数値を少し
でも小さくし１００％以下にすることを求められています。

【財政力指数】

過疎化による人口減少、税財源に乏しく財政基盤が弱いため非常に小さな数値となっていま
す。したがいまして、少ない予算で最大限の効果をあげるために歳出の見直しを含めた慎重
な予算執行をおこなう必要があります。

【経常収支比率】

　他の類似団体と比較しても職員数、保育園、小学校、公民館、体育施設などが多いことか
ら人件費、維持費に経費が費やされています。また、多額の公債費もこの数値を上げる要因
となっています。       

東筑摩郡及び類似団体との比較

注１）類似団体とは「都市」「町村」を人口規模や産業構造で細分化しそのなかで同じグループ

　　　に属する自治体を指します。    

　　　筑北村は、人口規模が５千人以上１万人未満で第２次、３次産業就業人口が８０％未満

　　　のグループに属しています。

分  析

注１
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　除 雪 の 目 的
　除雪は、降雪時や路面凍結時に村民の方が

スタットレスタイヤやチェーンなど安全装置を

し、路面状況に応じた運転をおこなっている場

合の交通の安全確保、特に通勤通学の交通を確

保するために行います。

　除 雪 基 準
村道……………各総合支所前 10cm以上

国・県道………10cm以上（路線により異なる  

　　　　　　　場合があります。）

昨年と同じ路線を除雪します。

　住民の方への塩カル配布について
　雪道での安全な道路交通を確保するため、凍

結した道や日陰部分など危ない箇所または、公

共施設への散布用としていただくために、各総

合支所村民課窓口にて配布します。

　除雪に関するお願い
　自動車の路上駐車は、除雪作業の妨げになり

ますので、ご遠慮ください。

　除雪に際しまして、道路と接する箇所（住宅

の出入り口・除雪路線に接する道路等）にはど

うしても除雪した雪が残ってしまいます。また、

除雪作業の時間によっては、皆さんが除雪し終

わった後に除雪車が除雪を行ない、出入り口に

再度雪を残していくようなことがあると思いま

す。その際は、お手数でも残った雪の除雪を行

なっていただきますようご理解・ご協力のほど

よろしくお願いいたします。

　除雪は、限られた除雪機により主要道路から

行なうため、地区によっては除雪が遅くなる場

合がありますがご理解ください。

　冬期通行規制（全面通行止め）予定
　村道通行止め区間

　村道杉崎風越線……大野田生金以北

　村道冠着線…………県道大町麻績インター千

　　　　　　　　　　曲線～聖高原千曲線の間

　平成 20年 12 月 3日（水）正午～

　　　　　　　平成 21年 4月 15 日（水）まで

　解除予定………平成 21年 4月 16 日（木）

　　　　　　　　15：00

　県道通行止め区間

　一般県道真田新田線

　　筑北村真田～新田（上田市境）

　平成 20年 12 月 1日（月）～

　　　　　　　平成 21年 4月 15 日（水）まで

　解除予定………平成 21年 4月 16 日（木）

　　　　　　　　15：00

　一般県道聖高原千曲線

　　麻績村聖高原（一本松峠）～

　　筑北村上永井（千曲市境）

　平成 20年 12 月 1日（月）～

　　　　　　　平成 21年 4月 9日（木）まで

　解除予定………平成 21年 4月 10 日（金）

　　　　　　　　11：00

　以上村道、県道とも道路状況により、若干期

日が変更になる場合があります。

　除雪に関することについては、建設課（６７

－２００２）又は、各総合支所・村民課までお

問い合わせください。

　国道、県道の除雪につきましては、下記の番

号に問い合わせをお願いします。

＊平　日 (８：３０～１７：１５)　　

　松本建設事務所  維持係　電話４０－１９６５

＊夜間・土日・祝祭日　

　松本合同庁舎警備員　電話４７－７８１８
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財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
に
よ

る
平
成
二
十
年
度
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
助
成

事
業
の
助
成
金
２
４
０
万
円
を
受
け
、

坂
北
地
域
の
仁
熊
区
で
は
、
古
く
か
ら

保
存
、
継
承
し
て
き
た
太
鼓
の
皮
の
張

替
え
や
揃
い
の
祭
半
纏
（
は
ん
て
ん
）

の
作
成
を
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
地
区
の
お
祭
で
も
破

れ
そ
う
な
太
鼓
の
皮
に
気
を
遣
い
な
が

ら
叩
い
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
秋
に
行

わ
れ
た
お
祭
で
は
揃
い
の
半
纏
（
は
ん

て
ん
）
を
身
に
ま
と
い
勇
壮
な
太
鼓
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
こ
の
伝
統
を
継
承
し
て
い
く

た
め
子
ど
も
達
へ
の
指
導
が
行
な
わ
れ

る
こ
と
に
よ
り
青
少
年
の
健
全
育
成
や

地
区
交
流
の
活
性
化
に
よ
り
連
帯
感
が

高
ま
り
魅
力
あ
る
地
域
、
活
力
あ
る
地

域
づ
く
り
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
助
成
金
は
、
宝
く
じ
の

普
及
広
報
事
業
費
か
ら
住
民
が
自
主
的

に
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
促
進
の

た
め
交
付
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

今
ま
で
使
用
し
て
い
た
車
両
は
購
入

か
ら
十
年
以
上
が
経
過
し
、
老
朽
化
に

よ
る
修
理
等
の
維
持
費
も
多
額
と
な
っ

た
た
め
、
新
た
な
車
両
を
購
入
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

　

村
の
人
口
の
減
少
や
、
利
用
者
の
減

少
に
よ
り
小
型
化
を
検
討
し
、
新
し
い

車
両
は
、
15
人
乗
り
の
大
型
ワ
ゴ
ン
車

を
乗
客
の
皆
様
が
安
心
し
て
利
用
い
た

だ
け
る
よ
う
一
部
改
造
し
、
乗
客
定
員

を
12
人
と
し
ま
し
た
。

　

購
入
費
用
は
、
車
両
価
格
と
改
造

し
た
費
用
を
合
わ
せ
て
一
台
あ
た
り
約

４
０
０
万
円
と
な
り
、
県
か
ら
の
合
併

特
例
交
付
金
を
財
源
に
充
て
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
村
民
の
交
流
が
よ
り
一
層
進

む
よ
う
に
路
線
の
延
長
を
検
討
し
て
い

ま
す
。
こ
の
延
長
の
計
画
で
は
、
三
地

域
の
バ
ス
を
一
日
に
数
回
役
場
周
辺
で

合
流
さ
せ
、
乗
り
換
え
に
よ
り
他
の
地

域
へ
行
く
こ
と
が
出
来
る
よ
う
考
え
て

お
り
ま
す
。
細
部
が
決
定
し
ま
し
た
ら

お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
車
両
の
乗
客
定
員
12
人
を
超

え
る
団
体
等
で
ご
利
用
い
た
だ
く
場
合

は
、
車
両
の
変
更
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
最
寄
り
の
担
当
課
ま
で
事
前
に

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

総
務
課
（
坂
北
地
域
）

本
城
総
合
支
所　

村
民
課

坂
井
総
合
支
所　

村
民
課

　
村
営
バ
ス
全
体
に
係
る
こ
と

総
務
課
（
電
話
６
６
ー
２
２
１
１
）

 
村
営
バ
ス
の
車
両
が

新
し
く
な
り
ま
し
た

コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
助
成
事
業
を

活
用
し
祭
用
品
を
整
備
し
ま

し
た

張り替えの完了した太鼓

村営バス新型車両

新調した半纏（はんてん）
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筑
北
村
敬
老
会

　

去
る
9
月
12
日
に
、
本
城
体
育
館
で

長
年
村
の
発
展
や
向
上
に
ご
尽
力
を
さ

れ
て
き
た
村
民
の
ご
苦
労
に
対
し
感
謝

の
意
を
表
す
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

民
生
委
員
、
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
大

勢
の
方
に
ご
協
力
い
た
だ
き
筑
北
村
敬

老
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
昨
年
同
様
に
75
歳
、
77
歳
、

80
歳
以
上
の
村
民
の
方
を
ご
招
待
し
た

と
こ
ろ
、
昨
年
よ
り
多
い
３
３
０
名
の

方
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
喜
寿
、
米
寿
、
白
寿
以

上
の
方
（
１
３
３
名
）
の
代
表
者
へ
敬

老
祝
品
の
贈
呈
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

他
に
も
、
小
学
生
か
ら
祖
父
母
に
宛
て

た
作
文
の
発
表
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
後
に
行
な
わ
れ
た
祝
宴
で
は
、

サ
ロ
ン
・ 

ド
ゥ
・ 

コ
ス
モ
ス
の
皆
さ

ん
に
よ
る
歌
の
披
露
が
あ
り
祝
宴
に
花

を
添
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
他

に
本
城
地
域
出
身
の
ア
マ
チ
ュ
ア
歌
手

宮
川
真ま

さ

し史
さ
ん
の
歌
謡
シ
ョ
ー
が
行
な

わ
れ
懐
か
し
い
昭
和
歌
謡
や
演
歌
な
ど

10
数
曲
を
熱
唱
し
て
い
た
だ
き
、
出
席

さ
れ
た
皆
様
も
大
い
に
楽
し
ま
れ
ま
し

た
。

　

合
併
後
に
、
村
主
催
で
行
な
わ
れ
る

敬
老
会
も
今
回
で
３
回
目
と
な
り
、
３

地
域
を
一
巡
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
実

績
を
踏
ま
え
今
年
度
中
に
今
後
の
敬
老

会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
再
検
討
を
行
う

予
定
で
す
。
敬
老
会
に
対
す
る
皆
様
の

ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
保
健
福
祉

課
（
６
６
―
２
１
１
１
）
ま
で
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

祝品贈呈

宮川さん歌謡ショー

 

筑
北
村
敬
老
会

　

村
で
は
、
平
成
19
年
度
か
ら
地
区
で

行
わ
れ
る
敬
老
会
へ
の
支
援
及
び
、
地

域
福
祉
活
動
の
推
進
を
図
る
た
め
、
地

区
等
敬
老
会
事
業
費
補
助
金
（
75
歳
以

上
の
参
加
者
１
人
当
り
、
千
円
＋
諸
経

費
分
三
百
円
限
度
）
を
申
請
に
よ
り
交

付
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
7
地
区
、
今
年
度
は
こ
れ

ま
で
に
9
地
区
で
敬
老
会
を
実
施
し
て

お
り
、
こ
の
あ
と
も
２
地
区
で
開
催
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
75
歳
以
上
参
加

者
は
延
べ
２
５
６
人
に
な
る
見
込
み
で

す
。　

　

主
催
者
は
区
長
さ
ん
で
あ
っ
た
り
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
代
表
で
あ
っ
た
り
と
様
々

で
す
が
、
地
区
の
公
民
館
に
お
年
寄
り

を
お
招
き
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
趣
向

を
凝
ら
し
た
お
も
て
な
し
料
理
や
演
芸

等
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

一
緒
に
ニ
ュ
ー
・
ス
ポ
ー
ツ
で
盛
り

上
が
っ
た
り
、
神
楽
や
民
謡
の
披
露
が

あ
っ
た
り
、
カ
ラ
オ
ケ
物
ま
ね
交
通
安

全
教
室
等
々
、
ゲ
ー
ム
や
余
興
も
行
な

わ
れ
、
ど
の
地
区
で
も
地
域
の
皆
さ
ん

の
交
流
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

地
区
等
で
敬
老
会
開
催
の
ご
予
定
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
保
健
福
祉
課
（
６
６

―
２
１
１
１
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

補
助
金
申
請
に
は
予
め
計
画
書
等
の
提

出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

〜
地
域
福
祉
活
動
〜

中村区　敬老会

田屋地区　敬老会
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対　　　象 開　催　日 　開 催 時 間 説　　明　　会　　場
営業・不動産所得 １２月２日（火） 10：00～ 12：00 安曇野市穂高会館  第二会議室
農業所得関係 １２月２日（火） 13：30～ 15：30 安曇野市穂高会館  第二会議室
農業所得関係 １２月３日（水） 10：00～ 12：00 スイス村サンモリッツ  中ホール
農業所得関係 １２月３日（水） 13：30～ 15：30 スイス村サンモリッツ  中ホール
営業所得関係 １２月４日（木） 10：00～ 12：00 松本合同庁舎  ２０３会議室
営業所得関係 １２月４日（木） 13：30～ 15：30 松本合同庁舎  ２０３会議室
営業所得関係 １２月５日（金） 10：00～ 12：00 松本合同庁舎  ２０３会議室
不動産所得関係 １２月５日（金） 13：30～ 15：30 松本合同庁舎  ２０３会議室
農業所得関係 １２月８日（月） 10：00～ 12：00 JA松本ハイランド グリンパル  ２階大会議室
農業所得関係 １２月８日（月） 13：30～ 15：30 JA松本ハイランド グリンパル  ２階大会議室

平成２０年分 青色申告決算等説明会のお知らせ
　　税務署では、青色申告決算書の作成方法や作成に当たっての注意点などについて、次のとおり
　説明会を開催いたします。
　　なお、説明会で使用する資料は、当日、会場で配布いたします。
　　また、本年から、所得税青色申告決算書は、発送方法が変更になり、所得税及び消費税の確定
　申告書に同封し、１月頃発送いたします。

　講師は、税務署職員又は税務署が依頼した税理士が行います。どこの会場でも、ご出席いただけます。
　ご不明の点につきましては、お気軽に松本税務署個人課税第一部門（記帳指導担当）
　電話 0263-32-2790 内線 312まで、お問い合わせ下さい。
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普
通
救
命
講
習
会

（
Ａ
Ｅ
Ｄ
操
作
講
習
会
）
を

実
施
し
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
の
収
納
業
務
は
、

社
会
保
険
事
務
所
の
職
員
や
国
民
年
金

推
進
員
が
行
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
平

成
20
年
10
月
か
ら
、
長
野
県
内
全
域
に

お
い
て
、
民
間
事
業
所
が
行
っ
て
い
ま

す
。（
一
部
の
長
期
未
納
者
を
除
く
）。

　

こ
れ
は
、
競
争
の
導
入
に
よ
る
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
改
革
に
関
す
る
法
律
に
基

づ
き
、
従
来
官
が
行
っ
て
き
た
事
業
に

民
間
事
業
者
の
参
入
機
会
を
広
げ
、
民

間
事
業
者
の
創
意
工
夫
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の

活
用
に
よ
り
、
低
コ
ス
ト
で
よ
り
良
い

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
す
「
市
場
化

テ
ス
ト
事
業
」
と
し
て
導
入
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　

長
野
県
内
の
社
会
保
険
事
務
所
の
管

内
に
お
い
て
は
、
社
会
保
険
庁
長
官
か

ら
委
託
を
受
け
た
民
間
事
業
者
が
、
電

話
や
文
書
、
戸
別
訪
問
等
で
国
民
年
金

保
険
料
の
納
付
の
ご
案
内
を
行
い
ま
す
。

　
「
保
険
料
収
納
を
行
う
民
間
事
業
者
」

が
国
民
年
金
保
険
料
の
ご
案
内
を
す
る

場
合
に
は

① 

戸
別
訪
問
の
時
に
は
、
顔
写
真
入

　

 

り
の
「
納
付
督
励
員
証
明
書
」（
身

　

 

分
証
明
書
）
を
提
示
し
ま
す
。

② 

戸
別
訪
問
、
電
話
の
時
に
は
「
社

　

 

会
保
険
庁
か
ら
、
国
民
年
金
保
険

　

 

料
の
収
納
業
務
を
委
託
さ
れ
て
い

　

 

る
、
○
○
社
の
○
○
で
す
。」
と
名

　
 

乗
り
ま
す
。

●
注
意
事
項

・
民
間
事
業
者
の
担
当
者
が
保
険
料
を

お
預
か
り
し
て
保
険
料
を
収
納
す
る
場

合
に
は
、
必
ず
お
客
様
が
保
険
料
の
納

付
書
を
お
持
ち
の
場
合
に
限
ら
れ
て
い

ま
す
。
社
会
保
険
庁
が
発
行
し
た
保
険

料
の
納
付
書
を
お
持
ち
で
な
い
方
か
ら
、

民
間
事
業
者
の
担
当
者
が
現
金
を
お
預

か
り
し
て
、
領
収
書
を
発
行
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

・ 

民
間
事
業
者
に
提
供
す
る
個
人
情
報

は
、
納
付
督
励
を
行
う
う
え
で
必
要
と

な
る
国
民
年
金
保
険
料
の
未
納
者
情
報

に
限
定
し
て
お
り
、
さ
ら
に
取
扱
事
業

者
に
対
し
て
は
「
個
人
情
報
保
護
に
関

す
る
法
律
」
や
社
会
保
険
庁
独
自
の
取

扱
規
程
、
本
事
業
に
係
る
委
託
契
約
書

等
で
、
目
的
外
使
用
や
閲
覧
、
漏
洩
、

複
写
等
を
禁
じ
る
な
ど
厳
格
な
安
全
管

理
措
置
を
講
じ
て
い
ま
す
。

【
松
本
社
会
保
険
事
務
所
と
保
険
料
収 

納
を
行
う
民
間
事
業
者
】

エ
ー
・
シ
ー
・
エ
ス
債
権
管
理
回
収
㈱

管
轄
区
域

松
本
市
、
大
町
市
、
塩
尻
市
、
安
曇
野

市
、
木
曽
郡
、
東
筑
摩
郡
、
北
安
曇
郡

　

ご
不
審
な
点
が
あ
れ
ば
、
松
本
社
会

保
険
事
務
所（
電
話
３
２

－

５
８
２
１
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料　
　

平
成
20
年
10
月
か
ら
収
納
業
務
が
変
わ
り
ま
し
た

　

村
で
は
、
今
年
度
２
回
目
と
な
る
普

通
救
命
講
習
を
計
画
し
ま
し
た
。
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
講
習
会
日
時
及
び
場
所

　

平
成
20
年
12
月
7
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
9
時
か
ら
正
午
ま
で

　

坂
北
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
終
了
後
、
受
講
さ
れ
た
方
に
は
、
受

講
修
了
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

◇
申
込
み
方
法
及
び
申
込
み
先

　

松
本
広
域
消
防
局
所
定
の
受
講
申
請

書
に
よ
り
お
近
く
の
総
合
支
所
村
民
課

ま
た
は
、
公
民
館
ま
で
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

　

用
紙
は
、
各
総
合
支
所
村
民
課
窓
口

並
び
に
各
公
民
館
窓
口
に
用
意
し
て
あ

り
ま
す
。（
※
申
込
み
の
際
に
は
、
印

鑑
が
必
要
で
す
。）

　

ま
た
、
松
本
広
域
消
防
局
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

（http://w
w
w
.m
-kouiki119.jp/info/

dow
nload/index.htm

l

）

◇
申
込
み
締
切
り

　

平
成
20
年
11
月
28
日
（
金
）、
締
切

日
前
で
も
、
申
込
者
が
20
名
に
な
り
次

第
締
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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意
見
書

意
見
書

 

平
成
20
年
9
月
定
例
議
会

　

一
般
質
問

請
願
・
陳
情

9
月
定
例
会

9
月
定
例
会

9
月
定
例
会 平成20年11月21 日発行

第18号

※
長
野
県
独
自
の
30
人
規
模
（
35
人
）

　

学
級
の
拡
大
と
県
独
自
に
教
職
員
配

　

置
増
を
求
め
る
意
見
書
に
関
す
る
請

　

願
書　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
採
択
）

☆
陳　

情

※
私
立
高
校
に
対
す
る
大
幅
公
費
助
成

　

を
お
願
い
す
る
陳
情　
　
　
（
採
択
）

※
協
同
出
資
・
協
同
経
営
で
働
く
協
同

　

組
合
法
（
仮
称
）
の
速
や
か
な
る
制

　

定
を
求
め
る
意
見
書
採
択
を
求
め
る

　

陳
情　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
採
択
）

※
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
へ
の
制

　

裁
措
置
の
解
除
と
日
朝
国
交
正
常
化

　

協
議
の
促
進
、
早
期
の
国
交
正
常
化

　

実
現
の
意
見
書
採
択
を
求
め
る
陳
情

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
資
料
配
布
）

　

議
員
発
議
に
よ
り
５
件
の
意
見
書
が

採
択
さ
れ
、
関
係
各
機
関
に
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

平
成
20
年
９
月
定
例
議
会
が
９
月
９

日
か
ら
18
日
ま
で
の
10
日
間
の
会
期
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
決
さ
れ
た
議
案
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

◆
平
成
19
年
度
各
会
計
決
算
認
定
13
件

◆
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
関

　

係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

◆
筑
北
村
認
可
地
縁
団
体
印
鑑
登
録
条

　

例
の
一
部
改
正

◆
筑
北
村
一
般
会
計
補
正
予
算
ほ
か
特

　

別
会
計
補
正
予
算
10
件

☆
請　

願

※
少
人
数
学
級
の
早
期
実
現
、
教
職
員

　

定
数
増
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
関

　

す
る
請
願
書　
　
　
　
　
　
（
採
択
）

※
新
た
な
過
疎
対
策
法
の
制
定
に
関
す

　

る
意
見
書

※
少
人
数
学
級
の
早
期
実
現
、
教
職
員

　

定
数
増
を
求
め
る
意
見
書

※
長
野
県
独
自
の
30
人
規
模
（
35
人
）

　

学
級
の
拡
大
と
県
独
自
に
教
職
員
配

　

置
増
を
求
め
る
意
見
書

※
私
立
高
校
へ
の
公
費
助
成
に
関
す
る

意
見
書

※
協
同
出
資
・
協
同
経
営
で
働
く
協
同

　

組
合
法
（
仮
称
）
の
速
や
か
な
る
制

　

定
を
求
め
る
意
見
書

質
問　

裁
判
員
候
補
者
割
り
当
て
数
が

当
村
へ
も
11
名
の
割
り
当
て
が
さ
れ
た
。

村
選
管
で
、
く
じ
に
よ
り
選
出
さ
れ
る

よ
う
だ
が
、
選
出
方
法
・
日
程
・
選
出

後
本
人
を
は
じ
め
村
民
へ
の
対
応
に
つ

い
て
伺
う
。

村
長　

こ
の
制
度
は
、
平
成
21
年
５
月

21
日
か
ら
国
民
の
皆
さ
ん
に
裁
判
員
と

し
て
刑
事
裁
判
に
参
加
し
て
も
ら
い
、

国
民
の
司
法
参
加
を
実
現
す
る
制
度
で

あ
る
。
選
挙
管
理
委
員
会
で
く
じ
に
よ

り
裁
判
員
候
補
者
を
選
ぶ
わ
け
で
、
具

体
的
に
は
選
挙
人
名
簿
に
よ
り
、
投
票

区
・
投
票
区
の
ペ
ー
ジ
・
次
に
ペ
ー
ジ

に
記
載
さ
れ
て
い
る
番
号
を
選
び
決
定

す
る
。
名
簿
の
提
出
は
10
月
15
日
ま
で

で
、
村
か
ら
は
本
人
へ
の
通
知
は
行
わ

ず
、
裁
判
所
か
ら
12
月
に
本
人
に
通
知

が
あ
る
。

　

６
月
の
名
簿
登
録
者
数
は
、
４
，

８
８
１
人
で
、
４
４
３
人
に
一
人
の
候
補

が
選
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
関

係
に
つ
い
て
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
関

係
も
あ
り
、
裁
判
所
が
決
め
る
こ
と
で
、

村
に
は
そ
の
権
限
は
な
い
。

質
問　

個
人
と
し
て
断
る
場
合
に
村
か

ら
の
フ
ォ
ロ
ー
し
て
も
ら
え
る
か
。

村
長　

本
人
が
選
ん
で
い
く
こ
と
で
お

願
い
し
た
い
。

質
問　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
危

機
管
理
と
し
て
と
ら
え
て
い
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。
村
と
し
て
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
対
策
な
り
現
状
を
伺
う
。

保
健
福
祉
課
長　

県
と
連
携
を
密
に
し

て
、
危
機
管
理
体
制
の
も
と
、
具
体
的

な
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
等
の
策
定
に
向
け
検
討
し
て
い
き

 

平
成
20
年
9
月
定
例
議
会

　

一
般
質
問

請
願
・
陳
情

  

裁
判
員
制
度
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

宮
澤
信
雄 

議
員

  

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
　
　
　

 

対
策
に
つ
い
て

15

王
鷲　
　

計

久
保
田
昌
志

吉
池　
　

章

関
森　

信
行

西
澤　

和
子

中
村　
　

弘

中
村　

邦
子

山
越　

健
治

丸
山　

理
人

玉
井　

春
子

一
ノ
瀬
次
男

太
田　

豊
永

飯
島　
　

正

宮
下
純
一
郎

氏　
　

名

西
条
中
町
・
聖
南

町
・
東
条
田
屋

竹
場
・
仁
熊

下
永
井

上
安
坂
・
中
安
坂

（
新
倉
〜
湯
戸
坂
口
）

小
仁
熊
・
乱
橋

小
仁
熊
・
乱
橋

中　

村

東
条
２(

田
屋
を
除

く)

・
丸
山
町
・
西
条

（
中
町
を
除
く
）

東
条
１

上
永
井

東
山
・
刈
谷
沢

青
柳
・
別
所

中
村
・
昭
和
町
・

向
原

下
安
坂
・
中
安
坂

（
道
平
〜
安
坂
中
村
）

担
当
地
区

農 

地
農 

地
農 

地
農 

振
農 

振
農 

地
農 

振
農 
振

農 

振
農 

地
農 

振
農 

地
農 

地
農 

振
部 

会

選
任（
議
会
）

選　

挙

選　

挙

選　

挙

選
任（
議
会
）

選　

挙

選
任（
議
会
）

選　

挙

選　

挙

選
任（
議
会
）

選　

挙

選
任（
Ｊ
Ａ
）

選　

挙

選　

挙

選
挙
・

選
任（
推
薦
）別

平成20年11月21 日発行

第12号

　

10
月
19
日
の
農
業
委
員
一
般
選
挙

（
無
投
票
）
及
び
議
会
・
Ｊ
Ａ
の
推
薦

に
よ
る
選
任
を
受
け
、
新
し
い
農
業
委

員
会
が
11
月
６
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　

選
挙
委
員
９
名
、選
任
委
員
５
名（
議

会
推
薦
４
名
、
Ｊ
Ａ
推
薦
１
名
）
の
計

14
名
に
よ
り
、
農
地
・
農
業
を
取
り
巻

く
諸
課
題
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

第
１
回
委
員
会
に
お
い
て
委
員
互
選

に
よ
り
、
会
長
に
王
鷲
計
氏
、
会
長
代

理
に
宮
下
純
一
郎
氏
が
就
任
し
ま
し
た
。

ま
た
担
当
地
区
割
及
び
部
会
構
成
は
次

の
と
お
り
で
す
。（
議
席
順
）

　

部
会
は
農
地
と
農
業
振
興
（
農
振
）

の
別
、
選
挙
・
選
任
別
は
選
挙
委
員
と

推
薦
に
よ
る
選
任
委
員
の
区
分
を
表
し

て
い
ま
す
。

　

筑
北
村
に
お
け
る
平
成
20
年
産
食
用

水
稲
作
付
面
積
が
、
国
及
び
県
か
ら
の

目
標
配
分
を
大
幅
に
超
過
し
た
こ
と
を

受
け
、
９
月
の
各
戸
配
布
に
お
い
て
、

筑
北
村
地
域
水
田
農
業
推
進
協
議
会
長

名
で
、
来
年
度
の
追
加
転
作
を
お
願
い

す
る
文
書
を
該
当
者
に
差
し
上
げ
ま
し

た
。

　

筑
北
地
域
は
美
味
し
い
米
の
産
地
と

さ
れ
、
水
田
機
能
維
持
の
面
か
ら
も
水

稲
作
付
け
が
最
適
で
す
が
、
全
国
的
に

食
用
米
が
生
産
過
剰
で
あ
る
こ
と
、
ま

た
麦
・
大
豆
等
の
重
要
食
料
の
自
給
率

が
低
く
食
料
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
も

生
産
を
拡
大
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う

国
の
政
策
に
よ
り
、
や
む
な
く
個
々
に

転
作
追
加
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

新
た
に
転
作
追
加
す
る
最
低
面
積
は

１
０
０
㎡
と
し
て
あ
り
ま
す
が
、
転
作

面
積
が
少
な
い
場
合
で
、
調
整
水
田
や

新
規
需
要
米
作
付
け
（
転
作
扱
い
＝
情

報
は
未
確
定
）
以
外
の
転
作
が
困
難
な

場
合
は
地
区
ご
と
に
話
し
合
い
、
共
同

転
作
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
雑
穀
を
含
め
作
物
作
付
け

に
も
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
産
業
課
）

水
田
農
業
生
産
調
整
に
つ
い
て

　

王
鷲
会
長
あ
い
さ
つ

　　

筑
北
村
第
２
期
の
農
業
委
員
の
皆
様

の
ご
推
薦
を
受
け
、
不
肖
私
が
再
度
、

農
業
委
員
会
長
を
お
引
き
受
け
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
第
１
期
目
の
と
き

は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
農
業
・
農
地
の

状
況
が
異
な
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
ま

ず
は
現
況
を
良
く
知
っ
た
上
で
筑
北

村
ら
し
い
農
業
・
農
政
の
方
向
を
と
委

員
の
皆
様
と
検
討
し
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
今
後
は
更
に
肉
付
け
を
し
て
地
域

に
根
ざ
し
た
方
策
に
取
り
組
ん
で
い
く

と
と
も
に
、
新
し
い
農
政
や
米
政
策
に

も
柔
軟
に
対
応
で
き
る
農
業
を
目
指
し

て
、
農
業
委
員
一
同
尽
力
し
て
ま
い
る

所
存
で
す
。

　

村
民
の
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
鞭
撻
を

衷
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

王
鷲
会
長

宮
下
会
長
代
理
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道
を
歩
い
た
。
あ
い
に
く
の
雨
降
り
だ

っ
た
が
、
道
は
ぬ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　

こ
の
少
し
前
、
盆
明
け
に
は
こ
の
事

業
が
完
成
す
る
と
の
事
で
、
8
月
17
日

に
こ
の
峠
に
登
っ
て
み
た
と
こ
ろ
、
焚

き
火
の
跡
と
、
ビ
ー
ル
の
空
き
缶
・
買

い
物
袋
・
タ
バ
コ
の
吸
殻
等
々
が
捨
て

ら
れ
ゴ
ミ
の
山
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ロ

ー
ソ
ク
に
よ
っ
て
明
り
を
と
っ
た
の
か
、

大
量
に
溶
け
た
も
の
が
散
乱
し
て
お
り
、

い
つ
の
時
代
に
も
不
心
得
者
が
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。
こ
れ
等
に
対
す
る
対
策
は

早
期
に
と
い
う
事
で
、
今
後
の
維
持
管

理
に
つ
い
て
伺
う
。

村
長　

地
元
乱
橋
地
区
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
に
よ
り
工
事
が
完
了
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

　

峠
の
焚
き
火
等
の
跡
、
捨
て
ら
れ
た

ゴ
ミ
対
策
は
、
当
面
手
づ
く
り
の
注
意

看
板
を
設
置
す
る
予
定
で
い
る
。
こ
の

峠
は
松
本
市
（
旧
四
賀
村
）
と
の
境
で
、

市
の
教
育
委
員
会
へ
も
実
態
を
報
告
し

対
応
を
相
談
し
、
環
境
を
壊
さ
な
い
よ

う
な
形
で
環
境
整
備
に
協
力
を
要
請
し

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
こ
の
峠
は
善
光
寺

街
道
で
あ
り
、
整
備
前
、
整
備
後
も
引
き

続
き
当
時
を
偲
び
歩
く
方
も
多
く
な
っ

て
い
る
。
来
年
は
、
善
光
寺
も
御
開
帳
が

予
定
さ
れ
て
お
り
、
住
民
の
関
心
も
よ

り
一
層
高
ま
っ
て
く
る
も
の
と
思
う
。

質
問　

こ
の
中
で
、
焚
き
火
の
跡
と
い

う
の
が
一
番
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
が
、

大
事
に
つ
な
が
る
こ
と
の
な
い
よ
う
一

層
の
対
応
を
望
む
。

　

そ
こ
で
、
関
連
だ
が
、
今
話
し
が
あ

っ
た
よ
う
に
、
間
近
に
迫
っ
た
御
開
帳

で
、
一
段
と
行
き
か
う
人
が
多
く
な
る

こ
と
と
思
わ
れ
る
。
前
に
も
申
し
上
げ

て
い
る
が
、
ト
イ
レ
休
憩
、
昼
食
等
で

み
な
く
る
館
の
利
用
申
し
込
み
が
増
え

て
き
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
集
会
施
設

に
寄
り
集
う
年
配
者
も
含
め
て
、
川
砂

利
を
引
き
つ
め
て
あ
る
た
め
、
歩
く
の

に
大
変
難
儀
し
、
冬
の
除
雪
も
大
変
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
事
業
計
画
に
も
あ
る

が
駐
車
場
の
整
備
に
つ
い
て
の
施
行
時

期
を
伺
う
。

村
長　

駐
車
場
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

予
算
で
も
認
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

今
、
設
計
の
段
階
に
入
っ
て
い
る
の
で
、

な
る
べ
く
早
い
時
期
に
実
施
し
た
い
。

質
問　

急
速
に
進
む
少
子
高
齢
化
の
状

況
の
中
で
、
障
害
者
も
高
齢
化
に
伴
い

障
害
の
重
度
化
、
重
複
化
な
ど
新
た
な

課
題
も
生
じ
、
そ
の
対
応
も
急
務
で
あ

る
。
平
成
18
年
に
施
行
さ
れ
た
障
害
者

自
立
支
援
法
に
基
づ
き
、
地
域
の
実
情

を
踏
ま
え
た
広
域
的
な
見
地
か
ら
、
筑

北
地
域
障
害
者
福
祉
計
画
も
設
定
さ
れ

て
い
る
。
地
域
で
暮
ら
す
障
害
者
が
気

楽
に
来
所
で
き
、
日
中
の
活
動
の
場
と

し
て
多
目
的
な
機
能
を
持
ち
さ
ら
に
、

当
事
者
活
動
及
び
相
談
支
援
機
能
を
加

え
た
障
害
者
自
立
支
援
の
核
施
設
と
な

り
得
る
支
援
セ
ン
タ
ー
の
建
設
は
、
当

村
に
と
っ
て
重
要
な
施
設
で
あ
る
。
筑

北
村
障
害
者
支
援
に
関
す
る
、
あ
り

方
検
討
委
員
会
よ
り
村
長
に
対
し
て
要

望
・
提
言
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
平

成
21
年
度
建
設
に
向
け
て
財
政
的
に
大

変
厳
し
い
が
、
今
後
の
進
め
方
に
つ
い

て
伺
う
。

村
長　

障
害
者
の
自
立
支
援
法
の
施
行

に
伴
い
、
障
害
者
福
祉
に
対
す
る
市
町

村
の
責
務
が
明
文
化
さ
れ
、
一
層
の
充

実
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
本
年
6

月
に
は
、
筑
北
村
障
害
者
支
援
に
関
す

る
、
あ
り
方
検
討
委
員
会
よ
り
提
言
書

を
い
た
だ
い
た
。
地
域
が
一
丸
と
な
っ

て
福
祉
の
村
づ
く
り
に
向
け
た
障
害
者

支
援
施
策
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
非
常
に
厳
し
い
財
政
状
況
を
見
極

め
た
上
で
、
平
成
21
年
度
を
目
標
に
提

言
さ
れ
た
障
害
者
の
日
中
活
動
の
拠
点

施
設
を
建
設
し
た
い
と
考
え
、
準
備
活

動
を
進
め
て
い
る
。

質
問　

平
成
20
年
度
は
、
原
油
高
で
7

月
よ
り
食
品
、
ガ
ソ
リ
ン
、
日
用
品
等

値
上
げ
が
相
次
ぐ
中
で
、
昨
年
度
実
施

し
た
低
所
得
の
高
齢
者
・
障
害
者
に
対

す
る
灯
油
購
入
費
の
助
成
を
本
年
は
早

め
に
実
施
す
る
こ
と
。
ま
た
、
昨
年
度

の
灯
油
券
の
補
助
額
は
、
5
千
円
で
交

付
実
績
世
帯
は
２
４
７
世
帯
で
あ
る
。

灯
油
代
は
、
9
月
現
在
前
年
対
比
35
％

ア
ッ
プ
で
あ
り
本
年
度
は
、
8
千
円
を

要
望
す
る
が
如
何
か
。

村
長　

筑
北
村
福
祉
灯
油
購
入
費
助
成

事
業
に
つ
い
て
は
、
19
年
度
に
限
り
生

活
保
護
世
帯
・
高
齢
者
世
帯
・
重
度
障

害
者
世
帯
・
一
人
暮
ら
し
の
老
人
世
帯
・

重
度
要
介
護
者
世
帯
で
あ
る
低
所
得
者

に
対
し
て
原
油
高
騰
に
伴
い
緊
急
的
に

冬
期
間
の
灯
油
購
入
費
の
一
部
を
助
成

し
、
生
活
の
安
定
と
福
祉
の
増
進
を
図

っ
た
。
現
在
の
原
油
高
騰
の
状
況
が
改

善
さ
れ
な
け
れ
ば
昨
年
並
み
の
助
成
を

考
え
て
い
る
。
金
額
に
つ
い
て
は
近
隣

の
市
町
村
の
動
向
を
見
て
対
応
し
て
行

き
た
い
。

 

障
害
者
自
立
支
援
基
盤
整
備

　
　

事
業
に
つ
い
て

山
﨑
好
弘 

議
員

  

筑
北
村
福
祉
灯
油
購
入

　
　

 
助
成
事
業
に
つ
い
て
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た
い
。
今
後
も
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
基
礎
知
識
、
感
染
予
防
対
策
、
特
に

咳
の
エ
チ
ケ
ッ
ト
、
手
洗
い
の
励
行
等

を
含
め
て
広
報
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

65
歳
以
上
の
人
に
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
の
補
助
が
さ
れ
て
い
る

が
、
介
護
者
へ
の
補
助
も
含
め
予
防
接

種
対
象
者
の
拡
大
、
自
己
負
担
の
軽
減

な
ど
考
え
ら
れ
な
い
か
伺
う
。

保
健
福
祉
課
長　

対
象
者
の
拡
大
は
、

今
の
と
こ
ろ
計
画
は
な
い
が
、
内
容
を

加
味
し
な
が
ら
今
後
検
討
す
る
。
介
護

者
に
つ
い
て
は
、
感
染
す
る
可
能
性
が

高
い
の
で
自
己
管
理
上
接
種
し
て
い
る

と
い
う
情
報
も
聞
く
が
、
現
在
計
画
は

な
い
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
危

機
感
を
持
っ
て
対
応
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
と
認
識
し
て
い
る
。

今
後
、
慎
重
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

三
年
間
の
思
い
と
残
り
一
年
の

村
・
地
域
づ
く
り
へ
の
決
意
を
伺
う

村
長　

自
然
に
恵
ま
れ
た
安
心
と
活
力

に
あ
ふ
れ
る
村
、
小
さ
く
て
も
き
ら
り

と
光
る
村
づ
く
り
を
モ
ッ
ト
ー
に
き
め

細
や
か
な
村
政
運
営
に
邁
進
し
て
き
た
。

今
後
は
、
筑
北
村
は
一
つ
と
し
て
、
厳

し
い
財
政
状
況
や
地
域
経
済
状
況
を
踏

ま
え
て
行
政
改
革
に
取
り
組
み
、
職
員

と
も
ど
も
山
積
す
る
諸
課
題
に
全
身
全

霊
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

質
問　

次
期
村
長
へ
の
決
意
は
。

村
長　

次
期
と
い
う
こ
と
は
、
ま
だ
考

え
て
い
な
い
。

質
問　

村
民
誰
も
が
同
じ
条
件
で
情
報

利
用
が
で
き
る
よ
う
に
考
え
て
い
る
と

思
う
。

　

高
齢
者
の
み
の
世
帯
、
母
子
・
父
子

家
庭
、
生
活
保
護
世
帯
等
の
家
庭
を
対

象
に
、
テ
レ
ビ
の
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ

ー
の
購
入
希
望
世
帯
に
費
用
の
一
部
を

助
成
し
て
は
ど
う
か
。

村
長　

総
務
省
で
は
、
全
国
１
０
７
万

の
生
活
保
護
世
帯
を
対
象
に
し
た
現
物

支
給
を
予
算
要
望
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

生
活
保
護
世
帯
に
つ
い
て
は
、
要
件
的

に
把
握
で
き
る
の
で
、
村
と
し
て
も
各

種
減
免
措
置
を
適
用
す
る
な
ど
、
対
応

し
て
い
る
。
そ
の
他
の
生
活
弱
者
に
つ

い
て
は
、
把
握
が
困
難
と
思
わ
れ
る
。

高
齢
者
世
帯
で
も
、
子
供
さ
ん
が
村
外

で
働
い
て
い
て
経
済
的
な
負
担
は
少
な

か
っ
た
り
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
補
助

に
つ
い
て
は
、
母
子
・
父
子
家
庭
等
も

含
め
て
ど
こ
ま
で
を
対
象
に
す
る
か
が

検
討
課
題
で
あ
る
。
今
後
、
国
の
動
向

を
踏
ま
え
た
中
で
、
慎
重
に
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

質
問　

消
防
法
の
改
正
で
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。

筑
北
村
総
合
計
画
の
基
本
目
標
で
あ
る

「
み
ん
な
が
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
む

ら
づ
く
り
」
の
一
環
と
し
て
、
火
災
警

報
器
の
無
償
配
布
を
全
世
帯
に
行
っ
て

は
ど
う
か
。

村
長　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
に

つ
い
て
は
、平
成
19
年
7
月
発
行
の「
ホ

ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
ち
く
ほ
く
」
へ
の
掲
載

や
麻
績
消
防
署
作
成
の
チ
ラ
シ
を
全
戸

配
布
し
広
報
し
て
き
た
。
最
近
で
は
、

区
や
常
会
単
位
で
行
わ
れ
て
い
る
初
期

消
火
訓
練
時
に
麻
績
消
防
署
の
職
員
の

方
に
チ
ラ
シ
を
配
布
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
が
、
警
報
器
の
設
置
状
況
に
つ
い

て
は
把
握
し
て
い
な
い
。
平
成
21
年
6

月
1
日
ま
で
に
全
世
帯
に
設
置
し
て
い

た
だ
く
為
に
再
度
広
報
を
行
う
と
共
に

補
助
制
度
に
つ
い
て
は
少
し
期
間
も
あ

る
の
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

自
衛
消
防
隊
の
結
成
も
考
え
ら

れ
て
い
る
が
、
安
心
の
村
づ
く
り
に
は

火
災
警
報
器
と
共
に
早
期
の
整
備
が
望

ま
れ
る
。
来
年
度
の
予
算
に
は
是
非
盛

り
込
ん
で
も
ら
い
た
い
。

村
長　

全
世
帯
と
言
う
こ
と
だ
が
、
８

月
31
日
現
在
２
，０
３
１
世
帯
の
内
、

村
営
住
宅
、
教
員
住
宅
等
を
除
く
と
、

１
，８
５
４
世
帯
に
な
る
。
１
台
ず
つ

と
な
る
と
相
当
の
金
額
に
な
る
。
近
隣

の
町
村
の
状
況
も
見
な
が
ら
全
世
帯
に

す
る
か
、
生
活
保
護
世
帯
や
高
齢
者
世

帯
に
す
る
の
か
期
間
内
に
は
進
め
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
予
算
的
な
面
も
検
討

し
て
進
め
て
い
き
た
い
。

質
問　

7
月
21
日
に
、
乱
橋
地
区
常
会

長
と
乱
橋
分
館
で
、
こ
の
事
業
へ
の
地

元
協
力
と
い
う
事
で
砕
石
な
ら
し
、
街

道
の
支
障
木
伐
採
、
草
刈
り
に
16
人
の

協
力
を
得
て
実
施
し
た
。
昨
年
7
月
5

日
に
村
内
環
境
整
備
と
い
う
事
で
、
同

僚
議
員
、
村
長
、
副
村
長
に
出
席
し
て

も
ら
い
、
立
木
を
こ
の
地
に
運
び
上
げ

て
水
切
り
を
し
、
草
刈
り
を
実
施
し
た

経
緯
が
あ
る
。
大
変
ぬ
か
る
み
だ
っ
た

こ
と
を
思
い
出
す
。

　

こ
の
事
業
が
完
了
し
た
の
で
、
協
力

い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
で
8
月
30
日
に
街

  

関
森
村
政
の
三
年
と

　

  

今
後
の
決
意
に
つ
い
て

 

高
速
情
報
通
信
網
整
備
に
よ
る

　

基
本
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て　

窪
田
一
昭 

議
員

  

火
災
報
知
機
の

　
　

 

全
戸
配
置
に
つ
い
て

 

文
化
財
施
設
道
補
修
・
村
道

  

立
峠
線
路
肩
修
繕
に
つ
い
て

市
川
辰
男 
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っ
て
い
る
。
定
着
し
て
い
る
利
用
体
系

に
手
を
加
え
る
こ
と
は
簡
単
で
は
な
い

が
、
十
分
な
検
討
と
周
知
が
必
要
だ
と

思
っ
て
い
る
。

産
業
課
長　

ど
の
施
設
も
使
え
る
時
期

が
限
ら
れ
て
い
る
。
空
い
た
時
期
に
何

が
で
き
る
か
十
分
検
討
し
て
利
用
・
活

用
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
う
。

料
金
の
統
一
に
つ
い
て
も
、
課
題
だ
と

思
う
。
今
後
十
分
な
Ｐ
Ｒ
等
を
行
っ
て

行
き
た
い
。

質
問　

グ
リ
ー
ン
施
設
、
民
俗
資
料
館

ま
た
、
市
民
農
園
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

学
校
教
育
課
長　

本
城
地
域
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
は
、
水
は
け
が
良
く
な
い
た
め
、

利
用
者
に
不
便
を
か
け
て
い
る
の
が
実

態
で
あ
り
、
工
事
の
予
算
確
保
、
サ
ブ

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
サ
ッ
カ
ー
場
と
し
て
も

利
用
で
き
る
よ
う
Ｐ
Ｒ
し
、
利
用
者
数

の
増
加
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　

坂
北
地
域
に
つ
い
て
は
、
高
速
道
路

か
ら
大
型
遊
具
等
も
見
え
る
立
地
条
件

等
を
有
効
に
利
用
し
、
ア
イ
デ
ア
を
出

し
集
客
を
図
る
。

　

坂
井
地
域
の
体
育
施
設
に
つ
い
て
は
、

冠
着
荘
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
な
が
ら
利
用

増
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

次
に
、
民
俗
資
料
館
の
関
係
に
つ
い

て
は
、
将
来
的
に
は
施
設
１
ヶ
所
が
理

想
だ
と
思
う
が
、
当
面
今
の
施
設
を
維

持
管
理
し
筑
北
村
の
資
料
館
と
し
て
多

く
の
方
々
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う

鋭
意
努
力
し
て
い
き
た
と
考
え
る
。

村
長　

市
民
農
園
に
つ
い
て
は
、
本
城

の
田
屋
地
籍
の
遊
休
農
地
を
借
り
上
げ

て
今
年
４
月
に
開
園
し
た
が
、
利
用
状

況
は
15
区
画
中
４
区
画
だ
け
と
な
っ
て

い
る
。
条
件
的
に
は
良
い
農
園
と
は
決

し
て
い
え
な
い
と
思
う
が
、
湿
害
対
策

等
検
討
す
る
課
題
も
多
々
あ
る
と
思
っ

て
い
る
。
遊
休
地
を
積
極
的
に
利
用
し

て
と
、
試
験
的
に
始
め
た
が
、
地
区
の

皆
さ
ん
も
何
と
か
一
緒
に
盛
り
上
げ
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。

質
問　

合
併
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
教

育
環
境
整
備
、
小
・
中
学
校
の
統
合
は

一
番
の
関
心
事
だ
と
思
う
。
統
合
も
視

野
に
い
れ
て
あ
り
方
を
検
討
し
、
住
民

懇
談
会
・
保
護
者
懇
談
・
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
等
幅
広
く
住
民
の
意
見
を
聞

く
と
あ
る
が
、
21
年
9
月
に
答
申
で
き

る
の
か
伺
う
。

教
育
長　

4
月
か
ら
毎
月
一
回
定
期
的

に
会
議
を
重
ね
て
い
る
。
11
月
頃
よ
り

教
育
環
境
整
備
の
課
題
に
つ
い
て
統
合

も
視
野
に
入
れ
、
あ
り
方
を
検
討
し
見

解
を
ま
と
め
る
方
向
で
い
る
。
住
民
懇

談
会
、
保
護
者
懇
談
会
等
に
つ
い
て
は
、

も
う
少
し
慎
重
に
審
議
を
し
て
い
き
た

い
と
思
う
。

質
問　

保
護
者
が
あ
り
方
検
討
委
員
会

に
期
待
し
て
い
る
こ
と
は
、
三
村
が
合

併
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
一
番
の
メ
リ
ッ

ト
と
し
て
の
関
心
事
で
は
な
い
か
と
思

う
。
筑
北
村
の
今
後
を
考
え
る
時
、
先

送
り
に
す
る
の
で
は
な
く
、
な
お
一
層

の
あ
り
方
検
討
委
員
会
の
進
め
方
を
、

事
務
局
、
教
育
委
員
会
で
検
討
し
て
い

た
だ
き
、
小
・
中
学
校
の
あ
り
方
の
方

向
付
け
が
前
進
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

質
問　

小
中
学
校
の
児
童
生
徒
に
よ
る

環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み
が
高
ま
っ
て

い
る
。
中
で
も
、
聖
南
中
学
生
徒
会
の

ア
ル
ミ
缶
収
集
の
歴
史
は
10
年
以
上
も

続
い
て
お
り
当
初
、
登
下
校
に
集
め
た

も
の
等
を
学
校
で
処
理
し
、
そ
の
収
益

金
を
福
祉
に
寄
付
し
て
い
る
こ
と
を
知

っ
た
住
民
が
協
力
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

子
供
た
ち
は
、
手
が
凍
え
る
冬
の
朝
、

授
業
の
始
ま
る
前
や
放
課
後
の
炎
天
下
、

買
い
取
り
業
者
が
高
値
で
引
き
取
る
た

め
の
作
業
を
し
て
い
る
。
そ
の
収
益
金

は
福
祉
に
寄
付
し
て
お
り
、
地
域
住
民

の
協
力
意
識
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。

し
か
し
、
住
民
の
中
に
は
中
学
生
に
あ

げ
た
い
が
、
自
分
の
家
で
保
管
で
き
な

い
た
め
仕
方
な
く
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
出
し
て
し
ま
う
の
が
現
状
だ
。
中
学

生
に
あ
げ
た
い
と
い
う
住
民
の
願
い
を

叶
え
る
為
、
村
と
し
て
の
良
い
方
法
を

伺
い
た
い
。

村
長　

聖
南
中
学
校
の
生
徒
会
で
は
、

地
域
に
貢
献
で
き
る
活
動
と
し
て
ア
ル

ミ
缶
回
収
を
行
い
地
域
の
方
々
と
の
交

流
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
り
、
全
校
の

団
結
力
や
自
身
の
成
長
に
も
役
立
っ
て

い
る
。
生
徒
の
減
少
が
続
く
小
規
模
校

で
は
、
家
庭
や
地
域
住
民
の
協
力
が
無

け
れ
ば
で
き
な
い
の
が
現
状
だ
。
ゴ
ミ

の
収
集
目
的
を
考
え
た
時
、
村
が
責
任

を
持
っ
て
契
約
に
従
い
収
集
す
る
の
が

筋
で
あ
る
と
考
え
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
収
集
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
に
出
す
前
に
自
宅
に
ス
ト
ッ
ク
し

て
お
い
て
い
た
だ
き
、
収
集
す
る
の
で

あ
れ
ば
問
題
な
い
と
考
え
る
。

質
問　

答
弁
を
聞
く
と
、
中
学
に
ア
ル

ミ
缶
を
届
け
た
い
と
言
う
気
持
ち
は
私

と
か
わ
り
が
な
い
と
受
け
止
め
る
。
し

か
し
、
中
学
の
ア
ル
ミ
缶
回
収
は
１
年

に
二
回
だ
け
。
半
年
の
ア
ル
ミ
缶
は
各

家
庭
で
保
管
で
き
な
い
か
ら
、
や
む
な

 

教
育
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
の

　
　

進
行
状
況
に
つ
い
て

 

聖
南
中
学
生
徒
会
環
境
整
備

 

活
動
へ
の
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

 

ア
に
対
し
村
の
取
り
計
ら
い
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質
問　

当
村
の
各
区
に
あ
る
区
民
館
等

の
施
設
の
今
後
の
維
持
管
理
及
び
修
理

費
用
に
つ
い
て
、
少
子
高
齢
化
・
人
口

及
び
世
帯
減
の
中
で
、
区
民
館
・
集
会

施
設
の
維
持
管
理
が
困
難
に
な
っ
て
お

り
、
修
理
等
に
対
し
て
一
定
額
の
補
助

を
要
望
す
る
が
如
何
か
。

村
長　

合
併
前
の
事
務
事
業
一
元
化

の
調
整
の
折
、
新
築
時
に
補
助
事
業

等
を
導
入
し
て
建
設
し
て
お
り
、
今
後

の
補
助
制
度
は
廃
止
と
な
っ
た
。
少
子

高
齢
化
・
人
口
減
の
中
で
維
持
管
理
が

困
難
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ

り
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
は
あ
る

が
、
一
定
の
基
準
を
つ
く
る
こ
と
も
必

要
か
と
思
う
。
今
後
検
討
し
て
い
か
な

け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

農
山
村
の
男
女
共
同
参
画
は
、

世
論
調
査
上
低
水
準
と
な
っ
て
い
る
。

農
山
村
特
有
の
慣
習
や
し
き
た
り
が
、

差
別
や
偏
見
と
な
り
残
っ
て
い
る
。

　

自
治
体
職
員
の
共
同
参
画
は
、
仕
事

と
家
庭
生
活
の
調
和
が
村
民
の
お
手
本

で
あ
り
理
想
像
と
思
う
。
庁
内
に
お
け

る
男
女
共
同
参
画
と
仕
事
と
家
庭
生
活

の
調
和
に
対
応
す
る
理
念
と
推
進
の
考

え
に
つ
い
て
伺
う
。

村
長　

平
成
18
年
4
月
、
次
世
代
育
成

支
援
対
策
法
に
基
づ
き
、
事
業
主
と
し

て
公
共
団
体
に
義
務
付
け
ら
れ
た
特
定

事
業
行
動
計
画
を
定
め
、
子
育
て
と
仕

事
の
両
立
支
援
の
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
。
基
本
的
に
性
別
や
家
庭
の
事
情

に
よ
り
職
務
分
担
を
区
分
す
る
よ
う
な

考
え
は
無
い
。

　

男
性
職
員
も
含
め
育
児
時
間
や
短
時

間
勤
務
制
を
気
軽
に
利
用
で
き
る
職
場

環
境
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
が
、
職
員

の
意
識
改
革
も
必
要
で
あ
る
。

質
問　

少
子
高
齢
化
社
会
は
女
性
の
能

力
は
も
と
よ
り
、
女
性
の
感
性
を
生
か

し
た
職
場
づ
く
り
が
イ
コ
ー
ル
地
域
づ

く
り
に
も
繋
が
る
と
考
え
る
。
勤
続
年

数
・
年
齢
等
か
ら
見
て
も
女
性
課
長
職

が
少
な
い
と
感
じ
て
い
る
が
如
何
か
。

村
長　

行
政
職
員
の
昇
格
基
準
は
規
則

に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
性
別
は
全
く
関

係
な
く
勤
務
成
績
優
秀
で
特
に
管
理
監

督
能
力
に
優
れ
た
職
員
の
任
用
を
行
っ

て
い
る
。

質
問　

勤
務
優
秀
な
成
績
・
監
督
能
力

に
優
れ
た
方
を
力
説
さ
れ
る
と
男
女
差

の
感
情
も
入
る
の
で
は
と
考
え
て
し
ま

う
。
女
性
の
感
性
を
大
事
に
し
て
ほ
し

い
。
女
性
職
員
に
も
奮
起
し
て
、
共
同

参
画
と
仕
事
と
家
庭
生
活
の
調
和
の
模

範
で
あ
り
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
ほ
し
い
。

質
問　

75
歳
以
上
だ
け
で
運
営
す
る
保

険
制
度
は
、
高
齢
化
が
進
め
ば
保
険
料

の
上
昇
で
制
度
自
体
が
運
営
で
き
な
い

と
考
え
ら
れ
る
。
現
役
世
代
が
分
担
す

る
支
援
金
分
は
あ
る
が
、
こ
の
制
度
は

負
担
が
増
し
て
い
く
保
険
で
、
保
険
料

を
値
上
げ
し
た
く
な
け
れ
ば
医
療
費
を

減
ら
す
か
そ
れ
が
無
理
な
ら
ば
医
療
の

質
を
下
げ
る
と
考
え
ら
れ
る
等
問
題
点

の
多
く
を
抱
え
な
が
ら
の
ス
タ
ー
ト
と

な
っ
た
。
こ
の
制
度
を
見
直
し
に
つ
な

げ
良
い
制
度
と
し
て
定
着
す
る
考
え
に

つ
い
て
伺
う
。

住
民
課
長　

急
速
な
少
子
高
齢
化
の
進

展
の
中
、
国
民
の
安
心
が
基
盤
で
あ
る

皆
保
険
制
度
の
維
持
、
将
来
に
渡
り
持

続
可
能
な
も
の
と
す
る
た
め
医
療
費
の

過
度
な
増
大
を
招
か
な
い
為
に
、経
済
・

財
政
と
の
均
衡
の
取
れ
た
も
の
と
し
て

い
く
。
国
民
が
負
担
可
能
な
範
囲
と
す

る
仕
組
み
を
導
入
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。
従
来
の
老
人
保
険
制
度
は
、

医
療
費
を
払
う
だ
け
で
財
政
や
運
営
責

任
が
不
明
確
で
あ
っ
た
。
今
回
の
制
度

で
は
、
実
施
主
体
を
都
道
府
県
単
位
に

一
元
化
、
広
域
連
合
で
責
任
あ
る
保
険

者
と
し
て
運
営
の
効
率
化
を
図
っ
た
。

制
度
発
足
に
あ
た
り
問
題
視
さ
れ
た
の

は
、
非
保
険
者
へ
の
周
知
不
足
、
国
民

健
康
保
険
や
社
会
保
険
と
の
関
連
等
制

度
的
に
非
常
に
複
雑
に
な
っ
た
こ
と
も

要
因
だ
。
80
歳
以
上
の
方
へ
の
制
度
周

知
に
も
非
常
に
難
し
い
面
も
あ
っ
た
。

地
方
の
意
見
を
十
分
に
尊
重
し
、
国
が

応
分
の
負
担
す
る
制
度
の
見
直
し
や
高

齢
者
の
医
療
費
負
担
等
の
連
結
や
特
別

対
策
を
実
施
す
る
場
合
の
円
滑
な
制
度

運
営
の
た
め
、
適
切
な
情
報
提
供
と
制

度
見
直
し
に
か
か
る
電
算
シ
ス
テ
ム
の

財
政
措
置
が
将
来
に
向
け
こ
の
制
度
を

堅
持
し
高
齢
者
の
医
療
制
度
を
守
る
と

考
え
る
。

質
問　

常
に
安
全
安
心
な
食
品
を
食
べ

る
と
い
う
こ
と
に
関
心
が
持
た
れ
て
い

る
中
で
、
加
工
施
設
が
有
効
利
用
で
き

れ
ば
と
思
っ
て
い
る
が
、今
後
の
対
策
・

課
題
等
如
何
か
。

村
長　

今
後
管
理
運
営
を
含
め
て
、
総

合
的
に
判
断
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思

 
地
区
集
会
施
設
の
維
持
管
理

　
　

と
助
成
に
つ
い
て

 

男
女
共
同
参
画
と
仕
事
と

  

家
庭
生
活
の
調
和
に
つ
い
て

滝
澤
千
代
江 

議
員

  

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

　
　

つ
い
て

 

村
内
施
設
の
利
用
状
況
と

　
　

今
後
の
対
策
に
つ
い
て

前
山
健
治 

議
員
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議 会 日 誌

東筑摩郡議員大会

地域交通会議

議会全員協議会

社会福祉大会実行委員会

９月定例議会

筑北村敬老会

三小学校運動会

リニア中央エクスプレス建設促進期成同盟会

養護老人ホーム温心寮改築起工式・安全祈願祭

国道４０３号期成同盟会中央要望

県議長会政務調査会合同部会

クリーンセンター決算監査

麻績村筑北村中学校議会

聖南中学きささげ祭

筑北中学文化祭

　  議会視察（九州方面）

郡議員大会決議事項県へ要望

３日

４日

 ５日

９日～１８日

１２日

２０日

２２日

２３日

２４日

２５日

２６日

２６日・２７日

３０日

9月

安曇野赤十字病院起工式

東筑議員交流会　村営バス安全祈願祭

三保育園運動会　

筑北村体育祭

東筑副議長会

松本地区育樹祭

松本広域連合消防委員会視察

生坂村赤とんぼ祭

筑北村農業委員当選証書付与式

青木村議会との懇談会

県ゲートボール連盟東筑摩支部秋季大会

議会運営委員会　議会全員協議会

教育委員・社会文教員との懇談会

筑北村福祉大会

穂高広域施設組合議会

議会全員協議会　臨時議会

暴力追放県民大会　温泉施設運営委員会

１日

３日

４日

５日

７日

８日

９日・１０日

１８日

２０日

２１日

２４日

２６日

２７日

２８日

２９日

10月

議 会 日 誌

１
０
０
キ
ロ
強
、
国
有
林
が
島
の
80
％

を
占
め
て
い
る
。

　

平
成
19
年
10
月
、
上
屋
久
町
と
屋
久

町
と
が
合
併
し
、
ち
ょ
う
ど
一
年
に
な

る
と
の
こ
と
。

　

産
業
は
、
観
光
が
主
で
農
業
は
柑
橘

類
と
お
茶
、漁
業
は
と
び
魚
（
日
本
一
）、

さ
ば
漁
等
を
主
と
し
て
い
る
。
平
成
５

年
、
世
界
遺
産
の
指
定
を
受
け
、
そ
れ

以
来
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
に
来
た
観
光
客
が

移
り
住
む
な
ど
し
て
、
観
光
案
内
や
民

宿
等
を
し
て
い
る
。
南
部
の
温
暖
な
気

候
を
活
用
し
民
間
会
社
が
転
入
者
を
受

け
入
れ
る
な
ど
、
全
体
と
し
て
は
、
高

齢
化
率
27
％
で
少
子
高
齢
化
が
進
み
つ

２９日～１０月２日

屋久島町での懇談会

つ
あ
る
が
、
人
口
は
微
増
傾
向
に
あ
る
。

　

行
政
組
織
は
、
本
庁
と
３
支
所
、
３

出
張
所
（
診
療
所
）
で
職
員
数
２
１
３

名
、
議
員
20
名
。

　

実
質
公
債
比
率
18
・
８
％
で
、
歳
入

額
の
８
割
を
交
付
税
が
占
め
て
い
る
。

　

町
長
は
、
合
併
し
て
一
年
と
い
う
の

に
機
構
改
革
を
考
え
て
い
る
と
い
う
。

　

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
ま
ね
か
な

い
よ
う
配
慮
し
つ
つ
、
職
員
数
の
削
減

と
本
庁
方
式
に
よ
る
組
織
の
合
理
化
を

行
い
、
財
政
の
健
全
化
を
図
り
た
い
と

い
う
の
が
ね
ら
い
の
よ
う
だ
。

21

く
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
し
ま

う
。
こ
の
こ
と
の
解
決
策
を
見
出
す
為

に
伺
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
で
は
、
私
と
し
て
の
提
案
を
申

し
上
げ
る
。
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
横

に
Ｐ
Ｔ
Ａ
あ
る
い
は
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
、
中
学
専
用
の
ア
ル
ミ
缶
収
集
ボ

ッ
ク
ス
を
置
き
、
収
集
し
て
中
学
の
活

動
を
応
援
し
て
い
く
方
法
は
如
何
か
。

村
長　

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
外
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
収
集
な
の
で
地
元
の
常
会
長
さ

ん
の
理
解
を
得
て
収
集
す
る
こ
と
に
つ

い
て
は
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

質
問　

中
学
の
伝
統
あ
る
活
動
は
、
忘

れ
か
け
て
い
る
社
会
に
奉
仕
す
る
精
神
、

思
い
や
り
の
心
、
地
域
住
民
と
の
ふ
れ

あ
い
、
生
徒
同
士
の
団
結
力
、
環
境
整

備
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
、
リ
サ
イ
ク
ル
の

向
上
等
幅
広
い
教
育
の
面
で
生
か
さ
れ

て
い
る
。
少
子
化
で
生
徒
が
減
少
す
る

中
で
は
、
地
域
住
民
・
行
政
み
ん
な
で

子
供
た
ち
を
支
え
る
こ
と
が
大
事
だ
と

思
う
。
過
日
、
中
学
校
に
ア
ル
ミ
缶
潰

し
機
が
購
入
さ
れ
た
が
、
業
者
の
ア
ル

ミ
缶
の
引
き
取
り
単
価
を
お
聞
き
し
た

い
。

学
校
教
育
課
長　

昨
年
度
は
、
キ
ロ
60

円
で
し
た
が
、
缶
潰
し
機
購
入
後
は
キ

ロ
１
１
５
円
で
業
者
が
買
っ
て
い
る
。

質
問　

村
に
は
、
収
集
業
者
か
ら
キ
ロ

44
円
が
入
る
が
、
中
学
生
徒
会
は
キ
ロ

１
１
５
円
に
な
る
。
こ
の
金
額
を
子
供

た
ち
や
住
民
が
聞
け
ば
大
変
喜
ぶ
こ
と

だ
と
思
う
。
全
住
民
で
子
供
た
ち
を
応

援
す
る
体
制
づ
く
り
が
整
う
事
を
願
う

も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
他
、
交
通
安
全
対
策
推
進
協
議

会
の
設
立
、
な
ど
三
点
を
質
問
し
た
。

質
問　

6
月
定
例
議
会
で
坂
井
開
発
公

社
の
収
支
報
告
を
い
た
だ
い
た
。
し
か

し
内
容
が
非
常
に
わ
か
り
に
く
い
。
補

足
資
料
と
し
て
、
一
般
村
民
に
も
報
告
、

理
解
出
来
る
様
な
諸
事
業
毎
の
収
支
表

を
9
月
9
日
に
提
出
を
受
け
た
が
、
各

事
業
に
対
す
る
費
用
対
効
果
を
村
長
は

ど
の
様
に
考
え
て
い
る
か
お
伺
い
し
た

い
。

村
長　

財
団
法
人
坂
井
開
発
公
社
に
つ

い
て
は
、
理
事
会
及
び
評
議
員
会
の
決

議
に
よ
っ
て
、
事
業
並
び
に
予
算
・
決

算
の
承
認
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
財
団

法
人
と
い
う
事
で
出
資
者
の
寄
付
行
為

で
設
立
さ
れ
て
い
る
が
、
資
本
金
は
3

千
30
万
円
。
内
訳
は
、
旧
坂
井
村
が
3

千
万
円
。
Ｊ
Ａ
ハ
イ
ラ
ン
ド
・
商
工
会
・

森
林
組
合
の
各
団
体
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
10

万
ず
つ
寄
付
さ
れ
た
資
本
金
で
、
合
計

で
3
千
30
万
円
と
な
る
。
よ
っ
て
当
公

社
は
、
現
在
独
立
し
た
団
体
で
６
月
定

例
議
会
に
於
い
て
経
営
状
況
を
報
告
し

て
い
る
が
、
経
営
内
容
は
理
事
会
及
び

評
議
員
会
で
審
議
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

の
で
報
告
申
し
上
げ
る
。

質
問　

平
成
17
年
2
月
9
日
の
合
併
協

議
会
の
中
で
、
承
認
さ
れ
た
旧
3
村
の

防
犯
灯
・
街
路
灯
の
扱
い
は
、
合
併
後

3
年
に
至
る
も
統
一
さ
れ
て
い
な
い
。

同
一
村
内
で
あ
り
な
が
ら
不
公
平
で
あ

る
。
昨
年
の
9
月
議
会
で
山
﨑
好
弘
議

員
が
20
年
度
か
ら
の
実
施
を
要
望
し
、

村
長
は
な
る
べ
く
早
く
と
答
弁
し
た
が

い
つ
か
ら
実
施
す
る
の
か
。

村
長　

防
犯
灯
・
街
路
灯
に
つ
い
て
、

村
で
は
現
在
台
帳
整
備
の
た
め
に
中

部
電
力
の
協
力
を
い
た
だ
き
台
帳
の

照
合
作
業
を
進
め
て
い
る
。
作
業
が

終
了
し
た
ら
こ
れ
等
の
内
容
を
参
考

に
村
づ
く
り
の
検
討
委
員
会
で
意
見
を

聞
き
、
今
後
の
方
針
を
定
め
た
い
。
そ

の
後
は
、
区
長
会
等
で
内
容
を
説
明

し
、
ご
理
解
を
い
た
だ
い
た
中
で
実

施
し
た
い
。
参
考
に
申
し
上
げ
る
と
、

本
城
地
域
は
３
６
４
基
の
内
99
基
が

村
、
そ
の
他
が
２
６
５
基
。
坂
北
地
域

で
は
、
２
９
７
基
そ
の
内
80
基
が
村
、

そ
の
他
商
工
会
と
か
団
体
が
２
１
４

基
。
坂
井
地
域
で
は
、
１
８
１
基
、
そ

の
他
商
工
会
で
建
て
て
い
る
も
の
が

31
基
。
そ
の
中
で
村
が
電
気
料
を
支

払
っ
て
い
る
も
の
の
月
額
は
、
本
城
が

99
基
で
、
４
万
６
，３
６
９
円
。
坂
北

が
、
80
基
で
４
万
５
，１
８
７
円
。
坂

井
で
は
、
１
８
１
基
の
電
灯
に
対
し

３
万
２
，０
０
０
円
に
な
る
。
電
気
の

明
る
さ
、
距
離
な
ど
考
慮
に
入
れ
て
検

討
し
、
地
元
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
い

た
だ
き
進
め
た
い
の
で
、
も
う
し
ば
ら

く
時
間
を
い
た
だ
き
た
い
。

鹿
児
島
県
屋
久
島
町
を
訪
ね
て　

　
　
　
　
　
　
　

市
川
辰
男　

議
員

　

去
る
9
月
29
日
屋
久
島
町
役
場
本
庁

舎
に
て
、
日
高
町
長
・
副
町
長
・
総
務

課
長
の
出
迎
え
を
い
た
だ
き
、
屋
久
島

町
の
説
明
を
お
聞
き
し
た
。

　

屋
久
島
町
は
、
人
口
約
１
万
４
千
人

（
町
長
は
猿
が
２
万
、
鹿
が
２
万
で
獣

害
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
と
笑
っ
て
話
し

て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
が
）、
島
の
周
囲

 

坂
井
開
発
公
社
事
業
報
告
に

　
　

つ
い
て

山
﨑
日
出
男 

議
員

 

防
犯
灯
・
街
路
灯
の
電
気
料

 

が
坂
井
地
域
は
村
も
ち
、
他

 

地
域
は
２
本
立
て
に
つ
い
て

議
会
視
察
報
告
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教
育
委
員
会
だ
よ
り

心
の
伝
言
板 

⑩

「
端
境
期
。
先
取
り
の
支
援
を
」

　

年
末
ま
で
は
子
ど
も
た
ち
の
端
境
（
は

ざ
か
い
）
期―

一
つ
が
終
わ
り
、
次
へ
の

移
行
期―

運
動
会
・
写
生
会
・
文
化
祭
・

部
活
の
対
外
試
合
等
、
子
ど
も
た
ち
が
緊

張
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
大
き
な
行
事

が
終
わ
り
、
ホ
ッ
と
一
息
の
時
、
ス
キ
だ

ら
け
の
時
。
し
か
し
、
子
ど
も
た
ち
の
強

力
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
一
息
の
休
息
は
な
い
。

目
標
が
な
く
な
り
、
生
き
甲
斐
が
薄
れ

て
も
、
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
う
ず
い
て
爆

発
し
、
無
軌
道
で
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な

行
動
が
起
こ
り
が
ち
な
の
が
こ
の
時
期
。

い
じ
め
、
窃
盗
、
放
火
、
傷
害
、
果
て
は
自

殺
…
。

こ
ん
な
恐
ろ
し
い
目
に
合
う
前
に
、
端

境
期
の
子
ど
も
達
を
改
め
て
し
っ
か
り

見
つ
め
直
し
て
欲
し
い
。

目
標
を
持
ち
、
充
実
し
た
生
活
か
？

空
虚
な
日
々
か
？
友
達
や
先
生
・
親
兄

弟
と
の
仲
は
？
目
つ
き
は
穏
や
か
か
？

落
ち
込
ん
で
い
な
い
か
。

　

そ
し
て
、
大
事
な
こ
と
は
一
生
懸
命
生

き
て
い
る
こ
の
子
の
身
に
な
っ
て
み
る
。

今
自
分
の
ど
ん
な
態
度
や
声
が
け
が
こ

の
子
を
生
き
返
ら
せ
る
力
を
生
み
出
す

支
援
と
な
る
の
か
。

た
い
。「
文
字
の
式
」「
方
程
式
」
で
の

「
事
象
を
文
字
や
等
式
に
表
す
学
習
」

に
お
い
て
、
式
の
作
り
方
を
よ
り
丁
寧

に
扱
っ
て
い
き
た
い
。「
比
例
・
反
比
例
」

で
は
、
よ
り
具
体
的
事
象
の
中
で
数
量

関
係
の
見
方
を
高
め
た
い
。「
一
次
関

数
」「
図
形
の
証
明
」
の
基
本
を
定
着

さ
せ
、
活
用
す
る
問
題
を
多
く
取
り
入

れ
て
い
き
た
い
。
計
算
力
が
劣
っ
て
い

る
生
徒
に
は
、
前
時
や
既
習
事
項
の
復

習
を
毎
時
間
取
り
入
れ
た
い
。

筑
北
村
の
中
学
校

『
生
活
に
関
す
る
調
査
』　

家
庭
の
協
力
も
あ
り
、
お
お
む
ね
規

則
正
し
い
生
活
を
送
っ
て
い
る
。
地
域

の
方
に
あ
い
さ
つ
を
き
ち
ん
と
し
、
地

域
行
事
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
。

自
己
啓
発
の
時
間
が
定
着
し
て
き
て
、

宿
題
、
復
習
、
計
画
的
な
学
習
と
い
っ

た
学
習
習
慣
も
つ
い
て
き
て
い
る
。
ま

た
、
自
尊
意
識
、
模
範
意
識
も
あ
り
、

将
来
の
夢
や
目
標
を
も
ち
、
そ
れ
に
向

け
て
努
力
し
て
い
る
姿
が
伺
わ
れ
る
。

テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
の
時
間
数
が
多
く
、

夜
遅
く
ま
で
起
き
て
い
て
睡
眠
時
間
が

少
な
い
生
徒
も
見
ら
れ
る
た
め
、
健
康

面
も
考
え
て
規
則
正
し
い
生
活
を
し
て

い
く
こ
と
が
課
題
で
す
。

（
筑
北
村
教
育
委
員
会
）

組
合
立
中
学
校
『
国
語
』

Ａ
〔
主
と
し
て
知
識
〕
Ｂ
〔
主
と
し

て
活
用
〕
と
も
、
平
均
正
答
率
は
全
国

及
び
長
野
県
を
上
回
り
、
正
答
率
８
割

以
上
の
生
徒
の
割
合
も
高
い
。
学
習
指

導
要
領
に
定
め
る
全
て
の
領
域
で
、
全

国
を
上
回
っ
て
い
る
。

本
校
の
重
点
で
あ
る
『
読
む
力
・
書

く
力
・
話
す
力
の
育
成
』
の
あ
ら
ゆ
る

場
で
の
実
践
、
毎
日
の
自
主
ノ
ー
ト
や

白
文
帳
の
継
続
に
よ
り
定
着
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。

課
題
と
し
て
は
、
説
明
文
や
意
味
文

の
論
理
の
展
開
に
即
し
て
、
内
容
や
趣

旨
を
正
し
く
読
み
取
る
こ
と
に
つ
い
て

や
や
弱
い
面
が
あ
る
。

今
後
は
、
様
々
な
分
野
の
文
章
の
読

解
に
慣
れ
る
こ
と
を
指
導
し
て
い
き
た

い
。組

合
立
中
学
校
『
数
学
』

Ａ
〔
主
と
し
て
知
識
〕
Ｂ
〔
主
と
し

て
活
用
〕
と
も
、
平
均
正
答
率
は
全
国

及
び
長
野
県
を
上
回
り
、
Ａ
で
は
正
答

率
８
割
以
上
の
生
徒
の
割
合
も
高
い
。

学
習
指
導
要
領
に
定
め
る
全
て
の
領
域

で
、
全
国
及
び
長
野
県
を
上
回
る
が
、

応
用
問
題
に
関
し
て
は
、
学
力
差
が
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。

計
算
力
や
図
形
の
分
野
で
の
基
本
的

な
知
識
や
能
力
は
、
身
に
つ
い
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。

課
題
と
し
て
は
、
事
象
を
数
学
的
に

解
釈
し
、
問
題
解
決
の
方
法
を
数
学
的

に
（
数
学
的
な
表
現
を
用
い
て
）
説
明

す
る
、
と
い
う
面
が
弱
い
。

今
後
は
、
数
学
的
な
解
釈
を
根
拠
と

し
て
、
理
由
を
説
明
す
る
場
面
を
多
く

設
定
し
て
い
き
た
い
。

組
合
立
中
学
校

『
生
活
に
関
す
る
調
査
』　

テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
等
に
関
わ
る
時
間
、
携
帯
電
話
の
所

持
率
は
、
全
国
や
県
に
比
べ
て
低
く
、

年
齢
に
ふ
さ
わ
し
い
家
庭
生
活
を
送
っ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

通
塾
の
生
徒
の
割
合
は
、
全
国
や
県

に
比
較
し
て
少
な
い
。
家
庭
学
習
の
習

慣
は
身
に
つ
い
て
い
る
が
、
時
間
的
に

や
や
少
な
い
傾
向
も
あ
る
。

家
の
手
伝
い
や
地
域
の
行
事
等
へ
の

参
加
状
況
は
高
く
、
家
庭
や
地
域
の
一

員
と
し
て
の
役
割
を
果
た
そ
う
と
し
て

い
る
と
感
じ
ら
れ
る
。

（
麻
績
村
筑
北
村
学
校
組
合
教
育
委
員
会
）
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社
会
）
で
の
活
用
機
会
や
扱
い
の
差
か

も
し
れ
な
い
。

全
国
的
傾
向
か
ら
も
、
数
学
的
事
象

か
ら
式
を
導
く
こ
と
（
立
式
）
や
、
言

葉
で
説
明
す
る
こ
と
（
表
現
）
は
、
各

校
共
通
の
課
題
で
あ
る
。
図
や
文
を
使

っ
た
り
話
し
合
っ
た
り
し
て
、
自
分
た

ち
の
発
想
を
練
り
合
う
授
業
が
必
要
に

な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。

筑
北
村
の
小
学
校

『
生
活
に
関
す
る
調
査
』　

学
校
生
活
で
、
友
達
に
会
う
の
は
楽

し
い
・
好
き
な
授
業
が
あ
り
考
え
を
発

表
す
る
機
会
も
あ
る
と
答
え
、
物
事
を

最
後
ま
で
や
り
と
げ
た
経
験
や
将
来
の

目
標
も
ほ
ぼ
全
員
が
持
っ
て
お
り
、
充

実
ぶ
り
が
感
じ
ら
れ
る
。

そ
れ
は
家
庭
で
の
基
本
的
な
生
活
習

慣
が
確
立
し
て
お
り
、
朝
食
を
き
ち
ん

と
食
べ
、
家
族
と
の
関
わ
り
や
豊
か
な

自
然
と
の
ふ
れ
合
い
が
で
き
て
い
る
こ

と
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
自
分
で
計
画
を
立
て
て
の

学
習
や
読
書
、
地
域
の
歴
史
や
自
然
、

福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
へ
の
関
心

は
も
う
一
歩
で
あ
る
。

筑
北
村
の
中
学
校
『
国
語
』

「
知
識
」「
活
用
」
と
も
平
均
正
答
率

は
、
県
・
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
い
る
。

観
点
別
で
も
す
べ
て
県
・
全
国
平
均
を

上
回
っ
て
い
る
。

漢
字
を
書
く
問
題
は
、
全
国
平
均
を

大
き
く
上
回
っ
て
い
た
。
今
後
も
、
さ
ら

に
漢
字
ノ
ー
ト
で
練
習
を
続
け
て
、
力

を
つ
け
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
き
た
い
。

「
知
識
」
の
問
題
で
、「
文
章
を
読
ん

で
適
切
な
も
の
を
選
択
す
る
問
題
」
に

課
題
が
あ
っ
た
。
文
章
を
読
ん
で
そ
の

内
容
を
理
解
し
た
り
、
要
約
し
た
り
す

る
力
を
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

「
活
用
」
の
問
題
で
は
、「
条
件
に
し
た

が
っ
て
書
き
換
え
る
問
題
」
に
課
題
が
あ

っ
た
。
書
き
換
え
の
力
を
つ
け
ら
れ
る
よ

う
に
、
書
く
活
動
の
小
単
元
を
こ
ま
め
に

継
続
し
て
行
っ
た
り
、
読
み
と
関
連
し
た

活
動
を
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
。

筑
北
村
の
中
学
校
『
数
学
』

「
知
識
」「
活
用
」
と
も
平
均
正
答
率

は
、
県
・
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
い
る
。

観
点
別
で
も
す
べ
て
の
観
点
で
県
・
全

国
平
均
を
上
回
っ
て
い
る
。「
図
形
」

と
「
数
量
関
係
」
の
領
域
で
は
、「
知
識
」

「
活
用
」
と
も
県
・
全
国
平
均
を
上
回
り
、

良
好
な
結
果
で
あ
る
。

課
題
が
あ
っ
た
分
野
に
つ
い
て
は
、

次
の
よ
う
に
し
て
改
善
を
図
っ
て
い
き

学
習
状
況
調
査
を

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

を
終
え
て

平
成
20
年
度
に
行
わ
れ
た
全
国
調
査

に
お
け
る
村
内
小
学
校
・
中
学
校
の
今

回
見
ら
れ
た
傾
向
や
今
後
の
指
導
の
方

向
に
つ
い
て
概
略
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

筑
北
村
の
小
学
校
『
国
語
』

「
知
識
」「
活
用
」
と
も
に
、
平
均
正

答
率
は
全
国
平
均
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

「
話
す
・
聞
く
」
領
域
の
力
に
伸
び
が
見

ら
れ
る
が
、
部
分
的
に
は
課
題
も
あ
る
。

「
知
識
」
書
く
力
は
身
に
付
い
て
い

る
が
、
漢
字
の
習
熟
活
用
に
、
読
む
力

で
は
段
落
の
内
容
を
と
ら
え
る
こ
と
に
、

課
題
が
あ
る
。

「
活
用
」
全
国
同
様
の
傾
向
が
見
ら

れ
、「
文
章
の
内
容
と
資
料
の
情
報
と

を
関
係
づ
け
て
正
し
く
読
み
取
る
」
こ

と
に
課
題
が
あ
る
。

今
後
、
課
題
部
分
の
取
り
上
げ
指
導

と
習
熟
化
、
ド
リ
ル
の
継
続
が
必
要
で

あ
る
。
読
書
量
を
増
や
す
こ
と
に
よ
り
、

読
む
力
の
向
上
も
図
り
た
い
。
情
報
活

用
の
力
は
、
国
語
だ
け
で
な
く
、
理
科
・

社
会
科
等
他
の
教
科
で
も
総
合
的
・
意

図
的
に
育
成
す
る
必
要
が
あ
る
。

筑
北
村
の
小
学
校
『
算
数
』

全
体
的
に
平
均
正
答
率
は
全
国
平
均

と
同
じ
で
あ
る
。
数
と
計
算
・
図
形
・

数
量
関
係
理
解
の
基
礎
は
、
大
き
く
上

回
り
、
学
び
の
基
礎
力
は
十
分
身
に
つ

い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
学
習
し
た
こ

と
を
活
用
す
る
問
題
で
、
計
算
や
図
形

の
面
積
を
求
め
る
力
も
よ
い
。
一
方
、

物
の
数
量
が
相
手
の
何
倍
か
等
、
割
合

に
関
し
て
は
低
い
。
ま
た
、
応
用
的
な

内
容
で
の
グ
ラ
フ
の
読
み
取
り
は
、
学

校
間
で
差
が
あ
っ
た
。
他
教
科（
理
科
・

第18号
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【
現
状
】

・
こ
の
地
域
の
子
ど
も
達
は
、
地
域
で

行
う
行
事
に
親
と
一
緒
に
参
加
す
る

こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
農
作
業
の
話

題
も
あ
り
家
庭
で
の
ふ
れ
あ
い
を
感

じ
る
。
さ
ら
に
親
子
で
読
書
し
た
時

に
、
き
ち
ん
と
親
の
コ
メ
ン
ト
が
書

か
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
筑
北
村

の
凄
さ
だ
と
思
い
ま
す
。

・
余
り
に
も
豊
か
す
ぎ
て
、
欲
求
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
（
我
慢
）
さ
せ
る
親
が

減
っ
て
い
る
。
ま
た
子
育
て
の
基
本

が
わ
か
ら
な
い
親
が
多
く
な
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

【
課
題
】

・
保
護
者
は
子
育
て
に
対
し
課
題
の
認

識
が
浅
く
、
家
庭
教
育
力
が
低
下
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
村
づ
く
り
の

視
点
か
ら
、
全
村
あ
げ
て
こ
の
課
題

に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

【
現
状
】

・
20
年
度
に
地
域
分
館
が
見
直
し
さ
れ
、

新
し
い
組
織
で
の
活
動
を
呼
び
か
け

て
い
る
。
当
初
は
と
ま
ど
い
が
あ
っ

た
が
、
新
分
館
で
ま
と
ま
り
合
う
活

動
が
意
欲
的
に
行
わ
れ
始
め
て
い
る
。

【
課
題
】

・
少
年
、
青
年
、
壮
年
向
き
の
学
習
を

ど
う
組
織
し
て
い
っ
た
ら
よ
い
か
。

ま
た
、
各
種
競
技
の
交
流
、
大
会
の

統
一
な
ど
検
討
・
研
究
し
、
で
き
る

こ
と
か
ら
行
う
こ
と
が
必
要
だ
。

・
効
率
的
な
公
民
館
活
動
が
工
夫
で
き

な
い
か
。
３
地
域
が
一
体
と
な
っ
て

の
活
動
や
学
習
設
定
。
ま
た
、
そ
の

地
域
が
積
み
重
ね
て
き
た
３
世
代
キ

ャ
ン
プ
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
な
ど
有

意
義
な
活
動
の
検
討
・
実
施
、
他
地

域
と
の
成
果
の
交
換
、
学
習
交
流
な

ど
更
に
工
夫
を
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

今
後
、
検
討
委
員
会
で
は
、
教
育
全

般
の
現
状
と
課
題
を
更
に
検
討
し
、
施

設
の
統
廃
合
を
視
野
に
い
れ
、
筑
北
村

の
教
育
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。
発
足
時
に
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、

こ
の
委
員
会
は
教
育
委
員
会
の
諮
問
機

関
で
あ
る
た
め
、
こ
の
委
員
会
で
統
廃
合

が
決
定
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
こ
の
村
は
、
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
全

国
の
子
ど
も
達
も
こ
う
い
う
環
境
で

勉
強
で
き
た
ら
良
い
と
思
う
。
ま
た
、

あ
い
さ
つ
が
よ
く
で
き
、
明
る
く
声

を
か
け
て
く
れ
る
子
ど
も
達
が
多
い
。

【
課
題
】

・
保
育
園
時
代
か
ら
の
人
間
関
係
が
進

学
し
て
も
継
続
し
、
序
列
化
・
固
定

化
さ
れ
た
集
団
で
は
、
毎
日
の
授
業

の
中
で
多
面
的
に
物
事
を
見
た
り
、

深
く
考
え
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
に

く
い
。
ま
た
、
良
い
意
味
で
の
競
争

意
識
が
育
ち
に
く
い
。
少
人
数
学
級

の
マ
イ
ナ
ス
面
の
改
善
を
今
後
ど
う

し
て
い
っ
た
ら
よ
い
か
、
検
討
が
必

要
で
す
。

・
教
師
の
数
は
、
学
級
数
に
よ
っ
て
決

ま
る
の
で
、
中
学
校
で
は
９
教
科
あ

る
の
に
、
県
か
ら
配
当
さ
れ
る
教
師

は
７
名
で
あ
る
。
不
足
分
は
主
に
、

村
費
講
師
で
対
応
し
て
い
る
。

ま
た
、
部
活
動
や
ク
ラ
ブ
活
動
は
、

教
師
の
数
が
少
な
い
の
で
、
そ
の
種

類
も
少
な
く
な
り
、
や
り
た
い
部
活

動
、
ク
ラ
ブ
活
動
を
選
ぶ
こ
と
が
困

難
で
あ
る
。
従
っ
て
、
部
活
動
に
入

部
し
な
か
っ
た
り
、
や
り
た
く
な
い

部
活
動
に
入
り
途
中
で
退
部
す
る
生

徒
も
で
て
き
ま
す
。

た
す
き
を
つ
な
ご
う
駅
伝
大
会

参
加
者
募
集

筑
北
村
（
参
加
す
る
こ
と
に
意
義
あ

り
、
上
位
を
目
指
し
た
す
き
を
つ
な
ぎ
、

自
然
と
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ち
い
さ
く
て
も

キ
ラ
リ
と
光
る
村
）
で
は
、
平
成
21
年

度
５
月
開
催
予
定
の
長
野
県
市
町
村
対

抗
駅
伝
競
走
大
会
一
般
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。
尚
、
小
学
生
の
部
は
昨
年
に

引
続
き
参
加
予
定
で
す
。

申
し
込
み
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　

電
話
６
７―

２
０
６
４

筑
北
村
村
民
ゴ
ル
フ
大
会

10
月
18
日

好
天
に
恵
ま

れ
南
長
野
ゴ

ル
フ
倶
楽
部

で
、
56
名
の

皆
さ
ん
が
参

加
さ
れ
筑
北

村
村
民
ゴ
ル

フ
大
会
が
開
催
さ
れ
、
結
果
は
次
の
と

お
り
で
し
た
。

◎
優

勝

西
沢
君
夫
さ
ん

◎
準
優
勝

中
村
明
彦
さ
ん
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乳幼児の状況（H20年9月末現在）

地域 0歳
（～9月現在）

1歳 2歳 3歳 合計

本  城 5 8 10 12 35
坂  北 7 7 10 9 33
坂  井 4 9 12 8 33
計 16 24 32 29 101

子育て支援施設等の状況
地域 施設名 児童クラブ名 登録者数

本  城 子育て支援
センター

ひまわり
クラブ 50人

坂  北 坂北放課後児童
保育施設

坂北児童
クラブ 16人

坂  井 坂井児童館

なかよし
クラブ 20人

一般利用
登録 68人

保育園の状況（平成20年 9月現在） （人・%）
保育園名 未満児 年少 年中 年長 計 定数 稼働率
本城
保育園 8 8 14 12 42 55 76

坂北
保育園 7 14 11 10 42 60 70

坂井
保育園 5 11 13 12 41 60 68

合 計 20 33 38 34 125 175 71

小中学校の現状（平成20年 5月1日現在）
小学校名 1学年 2学年 3学年 4学年 5学年 6学年 合計
本城小学校 11 19 15 15 23 12 95
坂北小学校 12 14 12 10 15 10 73
坂井小学校 8 17 21 15 14 13 88
合 計 31 50 48 40 52 35 256

参考　麻績小学校 22 28 22 19 24 24 139

中学校名 1学年 2学年 3学年 合計
聖南中学校 28（40） 29（43） 31（43） 88（126）
筑北中学校 39（12） 38（14） 44（12） 121（ 38）

（聖南中（　）は坂井地域を加えた人数　筑北中（　）内は坂井地域の人数）

の
あ
り
方

「
筑
北
村
教
育
の
あ
り
方

検
討
委
員
会
」
中
間
報
告

検
討

筑
北
村
教
育
の
あ
り
方
検
討
委
員
会

は
、
４
月
よ
り
村
の
教
育
全
般
の
現
状

と
課
題
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。
特
に
課
題
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

か
ら
保
育
園
、
小
学
校
等
の
整
備
・
配

置
に
つ
い
て
、
統
合
も
視
野
に
入
れ
て

あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
為
の
基
本
と

な
り
ま
す
。
主
な
現
状
と
課
題
に
つ
い

て
は
次
の
と
お
り
で
す
。
こ
の
報
告
は

あ
く
ま
で
も
中
間
報
告
の
一
部
で
あ
り
、

こ
れ
が
全
て
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
現
状
】

【
課
題
】

・
妊
娠
か
ら
出
産
育
児
と
一
貫
し
た
学

習
の
機
会
を
設
け
、
健
や
か
な
子
育

て
が
出
来
る
よ
う
な
環
境
の
充
実
が

必
要
で
す
。

・
乳
幼
児
サ
ー
ク
ル
活
動
は
、
今
後
３

地
域
の
合
同
事
業
へ
の
参
加
促
進
を

図
る
と
と
も
に
、
各
地
域
の
サ
ー
ク

ル
活
動
の
育
成
と
支
援
を
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。

【
現
状
】

【
現
状
】

【
課
題
】

・
小
人
数
の
た
め
人
間
関
係
で
の
変
化

が
無
く
、
そ
し
て
進
級
す
る
に
従
っ

て
固
定
化
さ
れ
て
し
ま
う
為
、
逃
げ

場
が
無
い
子
は
弾
か
れ
て
し
ま
い
、

力
関
係
に
よ
る
序
列
が
つ
い
て
し
ま

う
。
ま
た
、
元
気
な
子
は
ず
っ
と
元

気
、
静
か
な
子
は
静
か
な
の
で
、
お

互
い
理
解
を
深
め
る
の
が
大
変
で
あ

る
。
子
ど
も
は
、
人
と
の
関
わ
り
の

中
で
育
っ
て
い
く
の
で
、
も
う
少
し

子
ど
も
の
数
が
欲
し
い
。
統
合
し
た

場
合
の
利
点
・
課
題
を
整
理
し
、
保

護
者
と
そ
の
子
ど
も
に
と
っ
て
の
保

育
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
拡
充
を
主
眼

に
今
後
検
討
が
必
要
で
す
。

・
延
長
保
育
時
間
を
午
前
７
時
３
０
分

か
ら
及
び
午
後
７
時
ま
で
一
ヶ
所
の

保
育
園
で
行
う
な
ど
し
た
ら
、
若
い

母
親
た
ち
な
ど
働
く
に
も
余
裕
が
で

き
、
ま
た
筑
北
村
に
住
み
た
い
と
思

っ
て
も
ら
う
人
も
増
え
、
人
口
増
に

も
つ
な
が

る
の
で
は

な
い
か
、

検
討
が
必

要
で
す
。
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坂
北

み
ん
な
で
楽
し
む
運
動
会

清
水

智
香
子

秋
晴
れ
の
空
の
下
、
子
ど
も
達
の
ニ

コ
ニ
コ
顔
が
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

子
ど
も
達
は
動
く
こ
と
が
大
好
き
。「
ヨ

ー
イ
ド
ン
」の
か
け
っ
こ
や
、「
力
を
合
わ
せ
て

頑
張
る
ぞ
。」

と
、玉
入
れ
や

綱
引
き
等
の

運
動
遊
び
を

毎
日
楽
し
ん

で
き
ま
し
た
。

ま
た
音
楽
を

か
け
る
と
、子

ど
も
達
は
自

然
と
体
を
動

か
し
体
で
表

現
し
ま
す
。

運
動
会
最
後
の
年
長
さ
ん
は
、
大
き

な
旗
を
振
り
移
動
す
る
リ
ズ
ム
。
年
中

さ
ん
は
、
マ
ン
ト
を
つ
け
バ
ル
ー
ン
の
出

し
入
れ
を
取
り
入
れ
た
リ
ズ
ム
。
小
さ

い
子
た
ち
は
、
ポ
ニ
ョ
に
な
り
き
っ
て
踊

り
、
そ
の
年
齢
に
合
っ
た
表
現
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

お
家
の
方
々
に
も
玉
入
れ
や
リ
レ
ー

等
の
運
動
に
参
加
し
て
頂
き
、
応
援
も

自
然
と
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

子
供
た
ち
は
キ
ラ
キ
ラ
と
目
を
輝
か

せ
、
集
団
の
中
で
意
欲
的
に
運
動
し
、
座

席
に
戻
る
と
ク
ラ
ス
の
仲
間
と
一
緒
に

応
援
を
し
ま
し
た
。
お
家
の
方
々
に
は
た

く
さ
ん
の
声
援
を
頂
き
ま
し
た
。
10
月
４

日
は
最
高
の
運
動
会
に
な
り
ま
し
た
。

10
月
５
日
（
日
）
坂
北
小
学
校
校
庭
で

行
わ
れ
た
体
育
祭
は
、
各
分
館
に
別
れ

て
様
々
な
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
日

常
と
は
違
う
運
動
を
通
し
て
、
老
若
男

女
問
わ
ず
大
き
な
笑
い
声
が
こ
だ
ま
し

て
い
ま
し
た
。
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さ

か

き

た

坂
北学

校
開
放
祖
父
母
参
観

10
月
９
日
（
木
）
晴
天
の
中
、
毎
年
恒

例
の
祖
父
母
参
観
が
行
わ
れ
、
祖
父
母

を
は
じ
め
地
域
の
大
勢
の
方
に
来
校
頂

き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
参
観
な
さ
っ
た
方

か
ら
感
想
を
寄
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

滝
澤　

文
隆

祖
父
母
参
観
は
楽
し
み
の
一
つ
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
家
で
は
見
せ
な
い
孫
の
一
面
を

校
内
で
見
る
こ
と
が
で
き
、
彼
の
級
友

や
、
彼
が
在
籍
す
る
ジ
ュ
ニ
ア
野
球
・
柔

道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
仲
間
に
声
を
か

け
る
と
、
笑
顔
を
返
し
て
く
れ
、
一
層
の

親
し
み
を
覚
え
心
が
和
む
か
ら
だ
。

孫
が
在
籍
す
る
４
年
生
の
教
室
に
、

「
ぼ
く
」・「
私
」
と
題
し
た
詩
の
掲
示
が

あ
っ
た
。
詩
文
は
ま
ち
ま
ち
だ
が
『
こ
の

世
に
生
を
得
た
喜
び
、
大
切
に
し
た
い

将
来
や
仲
間
達
』
を
表
し
て
い
た
。
９

人
の
成
長
を
見
つ
め
た
い
。平

林　

孝
江

孫
３
人
の
授
業
に
、
主
人
は
一
年
、
私

は
三
年
・
五
年
と
別
れ
て
参
観
し
ま
し

た
。
３
年
生
は
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、

中
の
具
を
工
夫
し
た
お
や
き
作
り
を
し

ま
し
た
。
ま
た
研
究
発
表
で
は
、
本
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
発
表
し
て
く

れ
ま
し
た
。
５
年
生
は
算
数
の
二
等
辺

三
角
形
の
面
積
に
つ
い
て
考
え
る
授
業

で
し
た
。
金
管
バ
ン
ド
、
低
学
年
の
発

表
も
素
晴
ら
し
く
、
聞
き
入
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

孫
達
の
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
見
て
、

私
達
も
頑
張
ら
な
く
て
は
、
と
思
い
ま

し
た
。

10
月
23
日
（
木
）
坂
北
地
域
の
男
性

を
対
象
に
し
た
「
男
の
料
理
教
室
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
村
栄
養
士
・
筑
北

村
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
の
皆
さ
ん

に
講
師
を
し
て
頂
き
、
10
名
の
男
性
が

参
加
し
ま
し
た
。

今
回
は
、「
旬
の
食
材
を
使
っ
た
簡
単

ど
ん
ぶ
り
に
挑
戦
」
を
テ
ー
マ
に
、
親

子
丼
・
筑
前
煮
・
き
の
こ
汁
・
も
や
し
の

男

梅
ご
ま
和
え
・
大
根
の
簡
単
サ
ラ
ダ
の

５
品
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
方
々
は
、
各
自
の
親
子

丼
を
自
分
で
作
り
、「
鶏
肉
は
ち
ゃ
ん
と

火
が
通
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
ね
。」

の
栄
養
士
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
、
真
剣
な

面
持
ち
で
料
理
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
筑
前
煮
の
材
料
を
乱
切
り
に
し

た
時
は
、「
こ
の
教
室
で
初
め
て
乱
切
り

を
覚
え
た
よ
。」
と
言
う
声
が
聞
こ
え
て

き
ま
し
た
。

５
品
が
完

成
し
た
と
こ

ろ
で
、
い
よ

い
よ
昼
食
で

す
。「
ど
の
料

理
も
美
味
し

い
な
。」「
も

や
し
の
梅
ご

ま
和
え
は
簡
単
に
作
れ
る
し
、
美
味
し
い

よ
。
家
に
帰
っ
た
ら
酒
の
つ
ま
み
に
作
ろ

う
。」
な
ど
と
・
・
・
。
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
、

感
想
が
聞
こ
え
ま
し
た
。
自
宅
で
も
、
是

非
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
。
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コ
ラ
ム

私
は
よ
く
涙
を
流
す
。
多
分
、
毎

日
涙
を
流
し
て
い
る
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
時
に
は
心
配

ご
と
を
抱
え
て
涙
す
る
こ
と
も
あ
る

が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
感
動
に
よ
る

涙
だ
。
テ
レ
ビ
を
観
て
は
泣
き
、
新

聞
を
読
ん
で
は
泣
く
。
音
楽
を
聴
い

て
泣
く
こ
と
も
多
い
。
と
り
わ
け
人

が
一
生
懸
命
に
物
事
に
取
り
組
む
姿

に
は
弱
く
、
音
楽
会
・
運
動
会
な
ど

は
毎
年
感
動
の
涙
を
流
し
て
い
る
。

今
年
の
小
学
校
の
運
動
会
の
組
体
操

も
、
い
つ
も
は
お
し
ゃ
べ
り
な
こ
ど

も
達
が
、
口
を
固
く
結
び
、
凛
と
し

た
表
情
で
き
び
き
び
と
技
を
こ
な
す

姿
に
感
動
し
た
。
演
技
の
後
、
肩
を

叩
き
合
い
成
功
を
喜
ぶ
こ
ど
も
達
の

姿
も
見
ら
れ
た
。短
い
練
習
時
間
に
、

こ
ど
も
達
に
ケ
ガ
の
無
い
よ
う
細
心

の
注
意
を
は
ら
い
、
指
導
し
て
下
さ

る
先
生
方
に
感
謝
だ
。

本
城
地
区
の
運
動
会
で
は
、
た
く

さ
ん
の
笑
顔
が
見
ら
れ
た
。
老
若
男

女
が
一
堂
に
会
す
る
貴
重
な
時
間
。

大
切
に
し
た
い
行
事
の
ひ
と
つ
だ
と

感
じ
た
。

Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ

▲協力し合って見事に咲いた友情の華

９
月
20
日
（
土
）
台
風
の
影
響
で
心
配

さ
れ
た
天
候
も
、
さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
と

な
り
、
予
定
通
り
行
わ
れ
た
運
動
会
で

は
、
協
力
し
合
う
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
私

た
ち
に
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
だ
あ
た
り
が
薄
暗
い
中
、
学
校
を
出

発
し
ま
し
た
。
外
の
景
色
が
徐
々
に
明
る

く
な
る
と
同
時
に
、
建
物
の
多
い
景
色
か

ら
山
や
木
な
ど
の
自
然
の
多
い
景
色
へ

と
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
途
中
に
あ
る

川
は
澄
ん
で
い
て
、と
て
も
綺
麗
で
し
た
。

自
然
て
い
い
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
燕
岳
に
登
り
始
め
ま
す
。

第
一
ベ
ン
チ
ま
で
は
思
っ
た
よ
り
も
楽
に

聖

山
記

登
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
が
、
次
の
第
二

ベ
ン
チ
で
は
、
既
に
疲
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
途
中
雨
が
降
っ
て
き
て
、
第
三
ベ
ン

チ
で
は
カ
ッ
パ
を
着
る
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
す
。
よ
う
や
く
燕
山
荘
ま
で

登
り
ま
し
た
。
本
来
な
ら
山
頂
や
槍
ヶ

岳
も
見
え
る
そ
う
で
す
が
、
そ
の
時
は

残
念
な
が
ら
見
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん

で
し
た
。

山
頂
ア
タ
ッ
ク
が
出
来
な
か
っ
た
の

で
部
屋
で
は
ト
ラ
ン
プ
や
ウ
ノ
を
し
て

時
間
を
つ
ぶ
す
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
夕
食
中
に
は
雨
も
や
み
虹
が

見
え
ま
し
た
。
周
辺
の
山
々
も
見
え
て

と
て
も
美
し
か
っ
た
で
す
。
自
分
は
今
、

雲
よ
り
も
高
い
場
所
に
い
る
と
思
う
と
、

す
ご
く
感
動
し
ま
し
た
。

二
日
目
の
山
頂
ア
タ
ッ
ク
も
行
け
ず
、

ま
た
ご
来
光
も
見
ら
れ
ず
残
念
で
し
た

が
、
夜
中
の
す
ご
い
雨
が
嘘
の
よ
う
な

景
色
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
美
し
い
景
色
を
見
る
こ
と
が
で
き
て

本
当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

「
美
し
い
景
色
」

聖
南
中
学
校
２
年

伊
藤
颯
花
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ほ
ん
じ
ょ
う

本
城

球
技
大
会

ガ
ン
バ
ッ
タ
よ
！

う
ん
ど
う
か
い

10
月
４
日
（
土
）
青
空
の
も
と
保
育
園

の
運
動
会
が
、
大
勢
の
家
族
も
参
加
し

て
開
か
れ
ま
し
た
。

本
城
保
育
園
た
よ
り

抗
球
技
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
と
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
２

種
目
を
行
い
、
大
勢
の
皆
さ
ん
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。

□
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
試
合
結
果

●
優
勝　

西
条

●
2
位　

丸
山
町

□
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

フ
リ
ー

●
優
勝　

乱
橋　

●
2
位　

八
木

□
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル　

40
歳
以
上

●
優
勝

乱
橋

●
2
位

東
条
1

グルグルだよ

イチ・ニ・イチ・ニ

ゆっくり・早く

♪せかいのまんなかで～♪

とるぞ！

アレー！

28



館
報
18
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

11
月
い
っ
ぱ
い
で
坂
井
の
ク
ア
ハ
ウ

ス
も
終
わ
り
、
長
年
慣
れ
親
し
ん
で
き

た
施
設
が
な
く
な
り
ま
す
。
あ
ち
こ
ち

で
惜
し
む
声
が
聞
か
れ
ま
す
が
、
本
当

に
残
念
で
す
。
い
ろ
い
ろ
と
厳
し
い
状

況
で
す
が
、
何
と
か
な
ら
な
か
っ
た
の

か
な
と
思
い
ま
す
。

ね
こ

編

集

後

記

平
成
6
年
か
ら
14
年
間
続
い
た
水
泳

教
室
は
、
ク
ア
ハ
ウ
ス
坂
井
が
休
止
に
な

る
た
め
、
10
月
27
日
に
最
後
の
記
録
会
及

び
修
了
式
を
行
い
ま
し
た
。
20
年
度
は
半

年
の
教
室
で
し
た
が
、
先
生
方
は
大
変
苦

労
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
、
子
ど
も
達

も
そ
れ
に
応
え
る
泳
ぎ
が
出
来
ま
し
た
。

中
で
も
一
年
生
は
わ
ず
か
な
間
に
と
て
も

上
達
し
て
お
り
、
観
て
い
た
保
護
者
か
ら

驚
き
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
高
学
年
の

レ
ー
ス
は
、
目
を
見
張
る
よ
う
な
フ
ォ
ー

ム
で
泳
ぐ
子
が
多
く
、
今
ま
で
の
練
習
の

成
果
が
現
れ
た
記
録
会
で
し
た
。
修
了
式

で
は
有
賀
さ
つ
き
コ
ー
チ
が
「
先
生
の
話

を
よ
く
理
解
で
き
、
み
ん
な
精
一
杯
泳
い

で
く
れ
た
。
あ
り
が
と
う
。
感
動
し
ま
し

た
。
水
泳
は
一
生
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
。
こ

れ
か
ら
も
こ
の
教
室
に
通
っ
た
こ
と
を
忘

れ
な
い
で
」
と
話
し
ま
し
た
。
子
ど
も
達

か
ら
も
「
大
好
き
な
水
泳
が
で
き
な
く
な

る
の
は
悲
し
い
。
麻
績
や
坂
北
・
本
城
の

友
達
と
も
会
え
な
く
な
っ
ち
ゃ
う
」
と
い

っ
た
声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。
ま
た
保
護
者

か
ら
は
お
礼
の
気
持
ち
を
込
め
た
品
物

が
先
生
方
全
員
に
渡
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど

村
内

流
会

i
ク
ア
ハ
ウ
ス
坂
井

も
達
の
中
に
は
欠
か
さ
ず
に
教
室
に
参

加
し
た
子
が
多
く
、
50
人
中
30
人
が
皆

勤
賞
で
し
た
。
坂
井
で
の
水
泳
教
室
は
終

わ
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
糧
に
子
ど
も
達
の

更
な
る
成
長
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

10
月
17
日
（
金
）
村
内
の
本
城
・
坂
北
・

坂
井
３
保
育
園
の
年
長
さ
ん
ク
ラ
ス
の

交
流
会
が
冠
着
荘
・
ク
ア
ハ
ウ
ス
坂
井
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
ま
ず
、
ク
ア
ハ
ウ
ス
坂
井
の

プ
ー
ル
で
み
ん
な
で
水
遊
び
。
水
泳
シ
ー

ズ
ン
は
す
で
に
終
わ
っ
た
こ
の
時
期
で
す

が
、
ク
ア
ハ
ウ
ス
の
プ
ー
ル
な
ら
大
丈
夫

で
す
。
子
ど
も
た
ち
も
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ラ

イ
ダ
ー
を
は
し
ゃ
ぎ
な
が
ら
滑
り
降
り

て
く
る
な
ど
、
秋
の
プ
ー
ル
を
十
分
に
満

喫
し
て
い
ま
し
た
。

水
遊
び
の
後
は
み
ん
な
で
昼
食
を
と
り
、

和
気
あ
い
あ
い
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
か
ら
は
「
他
の
保
育
園
の

お
友
達
と
遊
べ
て
楽
し
か
っ
た
」「
お
弁

当
が
お
い
し
か
っ
た
」
と
の
声
が
上
が
る

な
ど
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
た
よ
う
で

し
た
。

ク
ア子

ど
も
水
泳
教
室
記
録
会
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10
月
5
日
（
日
）
坂
井
地
域
体
育
祭

が
坂
井
小
学
校
校
庭
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
天
気
が
心
配
さ
れ
ま
し
た

が
な
ん
と
か
持
ち
こ
た
え
。「
綱
引
き

ジ
ャ
ン
ケ
ン
」
や
「
ム
カ
デ
競
走
」
な

ど
13
種
目
の
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

秋
の
田
ん
ぼ
仕
事
に
忙
し
い
時
期
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
集
ま
っ
た
参
加
者
の

皆
さ
ん
も
、
走
り
、
笑
い
、
応
援
と
賑

や
か
な
一
日
を
過
ご
し
た
よ
う
で
し
た

坂
井
地
域
分
館
対
抗

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

9
月
7
日
（
日
）
毎
年
恒
例
の
坂
井

地
域
分
館
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
昨
年
を
上

回
る
7
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
白
熱
し
た

試
合
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
大
会
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
形
式

で
行
わ
れ
、
下
永
井
チ
ー
ム
と
下
安
坂

Ｂ
チ
ー
ム
で
行
わ
れ
た
決
勝
戦
は
、
打

線
が
爆
発
し
た
下
安
坂
Ｂ
チ
ー
ム
が
制

し
、
見
事
昨
年
に
続
い
て
連
覇
を
達
成

し
ま
し
た
。

さ　

か　

い

こ
の
日
は
あ
い
に
く
の
曇
り
空
で
し

た
が
、
雲
を
吹
き
飛
ば
す
よ
う
な
実
力

伯
仲
の
接
戦
の
試
合
が
多
く
、
参
加
し

た
選
手
の
皆
さ
ん
も
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を

通
し
て
有
意
義
な
一
日
を
過
ご
し
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

筑
北

坂
井
う
る
お
い
学
級
村
外
講
座

9
月
10
日
（
水
）
高
齢
者
を
対
象
に
し

た
筑
北
シ
ニ
ア
大
学
坂
井
う
る
お
い
学

級
の
村
外
講
座
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
村
外
講
座
、
今
回

は
33
名
の
方
の
参
加
が
あ
り
、「
象
山
地

下
壕
と
真
田
氏
三
代
の
ふ
る
さ
と
を
訪

ね
て
」
と
題
し
、
松
代
出
身
の
堀
田
社
会

教
育
指
導
員
の
案
内
で
松
代
の
「
象
山
地

下
壕
」「
松
代
城
跡
」
を
、
昼
食
を
は
さ
ん

で
上
田
市
の
「
真
田
氏
資
料
館
」「
上
田

城
」「
無
言
館
」
を
そ
れ
ぞ
れ
見
学
し
て

き
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
歴
史
的
・
文
化
的
に
非
常
に

価
値
の
あ
る
場
所
で
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ

ん
も
熱
心
に
見
学
し
、
見
聞
を
広
め
た
よ

う
で
し
た
。

坂井地域体育祭
in 坂井小学校校庭

10月5日（日）

お菓子
GET！！

ムカデ競走は
チームワークが命！

1等の人も、5等の人も、
お疲れ様でした

勝利は目の前！
もうひと頑張り！
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